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子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ü
で
は
 
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
い
 
ふ
れ
あ
い

館
か
し
の
木
で
は
 
学
童
保
育
の
拡
充
の
た
め
 

工
事
を
し
て
い
ま
す
 

町
の
子
育
て
情
報
な
ど
を
載
せ
た
母
子
手
帳

ア
プ
リ
﹁
母
子
モ
﹂
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
 

ご
活
用
く
だ
さ
い
 

不
育
治
療
の
助
成
を
４
月
か
ら
開
始
し
 
助

成
額
は
１
回
の
治
療
で
上
限
３０
万
円
で
す
 

保
育
園
で
は
 
高
取
保
育
園
の
新
築
工
事
の

完
成
と
移
転
 
老
朽
化
し
た
勝
間
田
保
育
園
の

新
築
工
事
に
関
す
る
予
定
地
や
計
画
を
決
め
て

行
き
ま
す
 
ま
た
 
全
園
に
保
育
支
援
員
を
配

置
し
 
保
育
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
 

平
成
３１
年
度
は
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
２
年
目
で
 
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
 
ま
た
 
生
活
支
援
サ
ü
ビ
ス
の
整
備

や
ぐ
る
c
と
筋
力
ア
Ã
プ
教
室
な
ど
で
健
康
維

持
に
つ
な
げ
 
生
活
支
援
コ
ü
デ
£
ネ
ü
タ
ü

と
共
に
高
齢
者
の
ニ
ü
ズ
を
掘
り
起
こ
し
ま

す
 金

時
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
通
し
て
 
健
康

へ
の
関
心
や
け
ん
し
ん
の
受
診
率
を
高
め
て
い

き
ま
す
 

風
疹
抗
体
検
査
予
防
接
種
の
助
成
を
４
月
か

ら
昭
和
３７
年
４
月
２
日
 
昭
和
５４
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
 

消
防
車
は
 
平
成
３１
年
度
は
第
２
分
団
︵
吉

野
︶
に
導
入
予
定
で
す
 

防
災
訓
練
を
平
成
３１
年
度
実
施
予
定
で
 
自

助
・
共
助
の
大
切
さ
を
訓
練
に
反
映
し
た
い
と

思
い
ま
す
 

子
育
て
支
援

介
護
・
健
康
づ
く
り

防
　
災

勝
央
町
立
公
民
館
の
設
置
、
管
理
及
び
職

員
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

法
令
改
正
に
伴
う
地
番
表
記
の
変
更
が
あ
c

た
公
の
９
施
設
の
所
在
地
を
正
し
い
地
番
に
修

正
す
る
も
の
 

勝
央
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

勝
央
町
学
校
運
営
協
議
会
を
新
た
に
設
置
す

る
に
あ
た
り
 
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
の
額
を
定
め
る
も
の
 

勝
央
町
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

技
術
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

等
の
施
行
に
伴
い
 
条
例
を
改
正
す
る
も
の
 

勝
央
町
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

農
業
集
落
排
水
事
業
の
一
部
を
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
に
接
続
の
た
め
 
条
例
を
改
正

す
る
も
の
 

減
額
し
 
収
益
的
収
入
予
算
総
額
を
４
億
３，

９
７
９
万
２
千
円
と
し
 
収
益
的
支
出
予
算
か

ら
１，

２
８
４
万
１
千
円
を
減
額
し
 
収
益
的

支
出
予
算
総
額
を
４
億
６，

２
６
６
万
８
千
円

と
し
 
ま
た
資
本
的
収
入
予
算
か
ら
２，

３
８

５
万
４
千
円
を
減
額
し
 
資
本
的
収
入
予
算
総

額
を
６，

５
６
８
万
４
千
円
と
し
 
資
本
的
支

出
予
算
か
ら
２，

６
１
７
万
４
千
円
を
減
額
し
 

資
本
的
支
出
予
算
総
額
１
億
２，

９
９
４
万
９

千
円
と
す
る
 

下
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
予
算
か
ら
２，

３
９
３
万
５
千

円
を
減
額
し
 
収
益
的
収
入
予
算
総
額
を
９
億

２０
万
３
千
円
と
し
 
収
益
的
支
出
の
予
算
か
ら

２，

７
７
１
万
円
を
減
額
し
 
収
益
的
支
出
予

算
の
総
額
を
９
億
６，

４
５
３
万
５
千
円
と
し
 

ま
た
資
本
的
収
入
予
算
か
ら
２，

３
３
３
万
７

千
円
を
減
額
し
 
資
本
的
収
入
予
算
の
総
額
を

２
億
１，

１
８
９
万
２
千
円
と
し
 
資
本
的
支

出
予
算
か
ら
２，

７
４
４
万
円
を
減
額
し
 
資

本
的
支
出
予
算
の
総
額
を
５
億
１，

６
３
４
万

円
と
す
る
 

一
般
会
計
（
追
加
議
案
）

翌
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
で
き
る
繰
越
明
許

費
を
決
定
す
る
も
の
 

額
な
ど
 

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
 
そ
れ
ぞ
れ
３
７

２
万
８
千
円
を
減
額
し
 
予
算
の
総
額
を
１２
億

８
９
８
万
６
千
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
 
保

険
給
付
費
の
５
４
８
万
円
を
減
額
な
ど
 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
 
そ
れ
ぞ
れ
５
６

５
万
６
千
円
を
減
額
し
 
予
算
の
総
額
を
１
億

２，

５
５
７
万
３
千
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
５
３
１
万

２
千
円
の
減
額
 

勝
田
郡
介
護
認
定
等
審
査
会
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
 
そ
れ
ぞ
れ
９
万

３
千
円
を
追
加
し
 
予
算
の
総
額
を
３
４
０
万

７
千
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
 
予
備
費
９
万

３
千
円
の
追
加
 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

保
健
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
 
そ
れ
ぞ
れ
４，

５
８
８
万
８
千
円
を
減
額

し
 
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１３
億
２，

０
９

６
万
１
千
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
 
介
護

サ
ü
ビ
ス
等
諸
費
３，

７
３
１
万
３
千
円
を
減

額
な
ど
 

勝
田
郡
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
特
別

会
計歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
 
そ
れ
ぞ
れ
４
万

９
千
円
を
増
額
し
 
予
算
の
総
額
を
１，

７
５

９
万
８
千
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
精
神
障
害

者
支
援
費
を
４
万
９
千
円
の
増
額
 

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
予
算
か
ら
１，

５
５
１
万
円
を

補

正

予

算

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
 
そ
れ
ぞ
れ
６，

１
８
９
万
８
千
円
を
減
額
し
 
予
算
の
総
額
を

６６
億
２，

３
４
８
万
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
 

災
害
復
旧
費
１
億
３，

０
７
７
万
７
千
円
の
減

勝
央
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

長
船
晴
夫
氏
︵
植
月
中
︶
と
瀧
上
正
氏
︵
豊
久

田
︶
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の
 

;
工
期
=

契
約
締
結
日
 

平
成
３１
年
︵
２
０
１
９
年
︶
３
月
２９
日

人

事

案

件

平
成
30
年
度
パ
ソ
コ
ン
端
末
購
入
に
伴
う

売
買
契
約

;
契
約
相
手
=

︵
株
︶
両
備
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ü
シ
ç
ン
ズ

津
山
営
業
所
長
　
細
田
　
勝
氏

;
契
約
金
額
=

１，

５
９
７
万
１
７
６
円

平
成
30
年
度
公
園
施
設
長
寿
命
化
支
援
事

業

勝
央
町
緑
地
公
園
長
寿
命
化
工
事
（
そ

の
１
）
の
請
負
契
約
（
追
加
議
案
）

;
契
約
相
手
=

水
島
土
建
︵
株
︶

代
表
取
締
役
　
水
島
宗
一
郎
　
氏

;
契
約
金
額
=

７，

０
５
２
万
４
千
円

７
月
豪
雨
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
お
り
 
滝

川
の
浚
渫
や
六
万
川
の
立
木
伐
採
な
ど
も
関
係

機
関
に
要
望
中
で
す
 
ま
た
 
植
月
東
の
地
す

べ
り
被
害
区
域
の
工
事
は
平
成
３２
年
︵
２
０
２

０
年
︶
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
 

昨
年
３
月
に
県
が
出
し
た
数
値
や
土
砂
災
害

防
止
法
の
警
戒
区
域
を
反
映
し
た
改
正
版
ハ

ザ
ü
ド
マ
Ã
プ
を
作
成
し
 
本
紙
と
一
緒
に
配

布
し
ま
す
 

契

約

案

件

町
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次
の
者
に
指
定

し
 
期
間
を
平
成
３１
年
︵
２
０
１
９
年
︶
４
月

１
日
 
平
成
３４
年
︵
２
０
２
２
年
︶
３
月
３１
日

ま
で
と
す
る
 

勝
央
町
緑
地
運
動
公
園
、
勝
央
町
武
道
館
、

勝
央
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
勝
央
町

北
部
運
動
公
園

太
平
台
︵
株
︶

代
表
取
締
役
　
植
月
　
求
氏

勝
間
田
一
区
教
育
集
会
所

勝
間
田
一
区
地
区
　

区
長
　
杉
原
　
重
毅
氏

植
月
北
教
育
集
会
所

畑
田
地
区

区
長
　
水
島
　
幸
雄
氏

豊
久
田
教
育
集
会
所
施
設

豊
久
田
中
地
区

区
長
　
岸
元
　
一
成
氏

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

植
月
地
区
会
　

代
表
区
長
　
三
島
　
弘
行
氏

吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

吉
野
地
区
区
長
会

代
表
　
石
川
　
　
浩
氏

指

定

管

理

案

件

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

古
吉
野
地
区
区
長
会

代
表
　
木
村
　
耕
之
氏

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所
施
設

高
取
地
区
区
長
会

代
表
　
高
田
　

通
氏

勝
田
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
規
約
の
変
更

勝
田
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
で
共
同
処
理
す

る
事
務
の
明
確
化
及
び
改
築
工
事
に
係
る
起
債

償
還
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
 
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
 
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
 

勝
央
町
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

公
益
法
人
で
あ
る
岡
山
県
農
業
共
済
組
合
へ

職
員
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
 
条
例
を
制
定
す

る
も
の
 

勝
央
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

人
事
院
勧
告
に
鑑
み
 
一
般
の
職
員
の
給
与

及
び
勤
勉
手
当
の
改
正
等
を
定
め
る
も
の
 

勝
央
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

再
任
用
制
度
の
運
用
す
る
に
あ
た
り
 
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
 

勝
央
町
畜
産
環
境
改
善
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

分
筆
等
に
よ
り
変
更
と
な
c
た
公
の
７
施
設

の
所
在
地
を
正
し
い
地
番
に
修
正
す
る
も
の
 

規
約
・
条
例
案
件

議会報告

平成３１年勝央町議会第１回定例

会が３月６日から１５日間の会期で

開かれました。

平
成
31
年

勝
央
町
議
会

第
１
回
定
例
会

施

政

方

針
（
要
旨
）

平
成
31
年
度

Ｐ
４
・
５
に
掲
載

当

初

予

算



2019.4月号 2019.4月号2019.4月号 42019.4月号2019.4月号 2019.4月号5

歳入
57億2,500万円

町　税
18億50万　
　　　1千円

31.4％

分担金・負担金
6,907万4千円　1.2％

繰入金
1億4,054万1千円　2.5％

諸収入など
1億1,578万6千円

2.1％

繰越金
3億円　5.2％

地方特例交付金
4,100万円

0.7％

自動車取得税交付金など
2,712万7千円　0.5％

地方譲与税
6,305万3千円　1.1％

国庫支出金
5億8,027万円

10.1％

地方消費税交付金
2億1,687万円

3.8％
県支出金

3億1,875万4千円　5.6％

町債
3億9,702万

　　　　4千円
6.9％

自
主

財

源

42.4％

依

存

財

源

57.6％

負担金
千円　1.2％千円　1.2％

歳出
57億2,500万円

人件費
9億420万円

15.8％

公債費
6億6,547万円

11.6％

繰出金
5億203万　　

　　2千円
8.8％

物件費など
9億9,263万5千円

17.3％

扶助費
7億5,902万　
　　　　2千円

13.3％

補助費等
11億6,721万8千円

20.4％

経

常

的

経費
78.4％

的
時臨

経
費

21.6％

　　５１５,２５５円（平成31年3月1日現在　11,111人）

住民票や戸籍、選挙など
66,324円　12.9％

小・中学校、生涯学習など
48,311円　9.4％

消防団、消防設備など
19,035円　3.7％

商工業、観光など
3,308円　0.6％

議会、予備費など
8,187円　1.6％

健康、健診、ゴミなど
32,937円　6.4％

農林業、畜産業など
28,269円　5.5％

歳　入　歳　出　の　内　訳（一般会計）

投資・出資金など
3,431万円　0.6％

普通建設事業費
6億6,962万8千円

11.7％

災害復旧費
3,048万5千円

0.5％

児童、高齢者、障害者
などの福祉関係

165,743円　32.2％

町の
償還金

59,893円
11.6％

道路などの
整備

83,249円
16.1％

地方交付税
16億5,500万円

28.9％

会　計　別　予　算

一般会計　57億2,500万円

特別会計　46億8,542万9千円
会　　　計　　　別 平成31年度予算（千円） 伸び率（％）

国 民 健 康 保 険 1,174,116 2.4

後 期 高 齢 者 医 療 133,413 1.7

介 護 保 険 1,271,987 2.1

介 護 認 定 等 審 査 会 3,263 △ 1.5

障 害 者 地 域 生 活 支 援 17,528 △ 0.1

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 1,159 △ 14.5

下 水 道 1,491,541 △ 1.2

上 水 道 592,422 △ 0.6

町民１人当たりの支出予算（一般会計）

３
月
６
日
か
ら
１５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
３
月

定
例
議
会
に
お
い
て
 
平
成
３１
年
度
勝
央
町
予
算
が

審
議
さ
れ
 
可
決
さ
れ
ま
し
た
 

今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は
５７
億
２，

５
０
０

万
円
 
今
年
度
の
主
な
事
業
に
 
勝
間
田
駅
舎
の
建

て
替
え
 
町
道
美
野
小
風
呂
線
や
緑
地
運
動
公
園
の

整
備
 
勝
央
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
な
ど
が
あ
り
 

前
年
度
と
比
べ
て
３
億
８
千
万
円
︵
６
・
２
％
︶
の

減
と
な
り
ま
し
た
 

特
別
会
計
︵
企
業
会
計
含
む
︶
の
合
計
額
４６
億
８，

５
４
２
万
９
千
円
で
 
前
年
度
と
比
べ
て
３，

３
７

５
万
７
千
円
︵
０
・
７
％
︶
の
増
と
な
り
ま
し
た
 

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
額
は
 
１
０

４
億
１，

０
４
２
万
９
千
円
に
な
り
 
こ
れ
ら
が
平

成
３１
年
度
の
町
の
運
営
に
当
て
ら
れ
ま
す
 

《
平
成
31
年
度
の
予
算
内
容

（
町
長
の
施
政
方
針
よ
り

主
な
事
業
）
》

学
校
教
育
で
は
 
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
む
け
 
平
成
３１
年
度
は
中
学
校

の
全
教
室
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
︵
タ
ブ
レ
Ã

ト
な
ど
︶
を
導
入
し
ま
す
 
ま
た
 
登

校
支
援
員
を
配
置
し
不
登
校
防
止
に
努

め
た
り
 
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
人
配
置
し
 
英

語
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
 
さ
ら
に
 

岡
山
大
学
教
育
学
部
と
共
同
で
教
職
実

践
イ
ン
タ
ü
ン
シ
Ã
プ
や
県
北
地
域
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
ン
タ
ü
ン
シ
Ã
プ

を
行
い
 
教
員
養
成
に
寄
与
し
ま
す
 

社
会
教
育
で
は
 
お
か
や
ま
子
ど
も

応
援
事
業
を
推
進
し
 
土
曜
日
の
教
育

活
動
推
進
事
業
を
見
直
し
 
子
ど
も
た

ち
に
発
見
・
学
び
・
挑
戦
の
場
を
提
供

す
る
講
座
を
新
設
し
ま
す
 

小
さ
な
拠
点
事
業
で
は
 
生
活
支
援

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い
た
旧
Ｊ
Ａ

吉
野
店
舗
を
﹁
ど
ん
ど
ん
市
場
﹂
と
し

て
４
月
２０
日
に
正
式
オ
ü
プ
ン
の
予
定

で
す
 
ま
た
 
移
動
販
売
車
の
テ
ス
ト

を
し
 
買
い
物
難
民
や
一
人
暮
ら
し
の

人
の
見
守
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
 

ま
た
 ﹁
ど
ん
ど
ん
市
場
﹂
で
図
書
館

の
町
北
部
地
域
の
配
本
サ
ü
ビ
ス
の
実

証
実
験
を
し
 
地
域
の
施
設
と
の
連
携

を
検
討
し
て
い
ま
す
 

旧
勝
田
郡
役
所
︵
旧
郷
土
美
術
館
︶

の
補
強
の
た
め
 
国
に
補
助
金
申
請
を

行
い
 
平
成
３１
年
度
中
に
保
存
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
 

今
年
は
文
化
ホ
ü
ル
・
図
書
館
・
美

術
文
学
館
の
開
館
１５
周
年
に
あ
た
る
の

で
 
記
念
事
業
を
行
う
予
定
で
す
 

老
朽
化
し
た
勝
間
田
駅
舎
の
新
築
工

事
の
平
成
３１
年
度
完
成
を
目
指
し
て
Ｊ

Ｒ
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
 
現
駅
舎
の

看
板
な
ど
は
残
す
予
定
で
す
 

緑
地
運
動
公
園
で
は
 
昨
年
度
は

プ
ü
ル
や
関
連
施
設
の
撤
去
を
発
注

し
 
平
成
３１
年
度
は
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
子
ど
も
の
遊
び
広
場
の
整
備
を
予

定
し
 
工
事
費
で
約
２
億
円
を
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
 

道
路
関
連
で
は
 
町
道
美
野
小
風
呂

線
の
工
事
は
 
平
成
３１
年
度
に
用
地
買

収
を
実
施
予
定
で
す
 
ま
た
 
美
作
岡

山
道
路
の
吉
井
 
瀬
戸
間
が
開
通
す
る

の
で
 
残
り
区
間
の
完
成
や
国
道
１
７

９
号
・
４
２
９
号
か
ら
工
業
団
地
へ
の

進
入
路
の
右
折
レ
ü
ン
の
延
長
な
ど
を

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
 

水
道
事
業
で
は
 
策
定
し
た
ア
セ
Ã

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
 
老

朽
化
し
た
水
道
管
・
水
道
施
設
の
更
新

工
事
を
行
い
ま
す
 
下
水
道
事
業
で
は
 

ス
ト
Ã
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

や
浄
化
セ
ン
タ
ü
な
ど
の
耐
震
診
断
を

行
い
 
長
寿
命
化
対
策
事
業
を
引
き
締

め
ま
す
 

人
手
不
足
対
策
と
し
て
新
規
就
農
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
り
 
工
業
団

地
へ
の
就
職
推
進
に
向
け
オ
ü
プ
ン

フ
¡
ク
ト
リ
ü
な
ど
を
開
催
し
 
学
生

と
企
業
の
結
び
つ
け
を
行
い
ま
す
 

平成31年度

勝央町
の

予算
１人当たり（一般会計）

515,255円

【町　税】
町民の皆さんから納めていた
だく税金や会社の法人町民税
など

【繰入金】
各種基金などから一般会計へ
繰り入れるお金

【諸収入】
他の収入科目に含まれない収
入を包括したもの

【地方交付税】
国の所得税、法人税、酒税な
どを町の財政需要に応じて一
定の基準に基づき、国から交
付されるお金

【国庫・県支出金】
事業などの特別な目的の財源
として国や県から支出される
お金

【町　債】
事業を行うために借り入れる
お金

【人件費】
町長・職員の給与、議会議員
の報酬、各種委員の報酬など

【物件費】
消耗品、臨時職員賃金、業務
委託料など

【公債費】
事業を行うために借り入れた
お金の償還金

【補助費等】
性質上補助に類する経費。報
償費、保険料、負担金、補助
金など

【扶助費】
児童手当、医療扶助など

【普通建設事業費】
道路の整備、公共施設の建設
に要するお金

用語の説明



平成30年度町職員の給与等の公表平成30年度町職員の給与等の公表平成30年度町職員の給与等の公表平成30年度町職員の給与等の公表

（平成30年4月1日現在）■ 人件費・職員給与費の状況
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本台帳人口

（平成30年1月1日）
歳　出　額

（Ａ）
実質収支

人　件　費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

参　考　　　　　　　
平成28年度の人件費率

平成29年度 11,183人 5,375,366千円 528,958千円 857,919千円 16.0% 16.3%

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分
職　員　数

（Ａ）
給　　　　　与　　　　　費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

平成29年度 124人 383,246千円 22,439千円 145,424千円 551,109千円 4,444千円

※職員数については、普通会計のみ（定員管理における公営企業等会計を除く）（平成29年4月1日現在）

■ 年齢別職員の状況
区　　分 20歳未満 20歳〜23歳 24歳〜27歳 28歳〜31歳 32歳〜35歳 36歳〜39歳 40歳〜43歳

職　員　数 0人 11人 13人 22人 23人 14人 14人

構　成　比 0.0％ 8.1％ 9.6％ 16.2％ 16.9％ 10.3％ 10.3％

区　　分 44歳〜47歳 48歳〜51歳 52歳〜55歳 56歳〜59歳 60歳以上 合　　計

職　員　数 12人 7人 9人 10人 1人 136人

構　成　比 8.8％ 5.1％ 6.6％ 7.4％ 0.7％ 100％

■ 職員の手当の状況
（１）期末・勤勉手当（平成30年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 合　計

6月期 1.225月分 0.90月分 2.125月分

12月期 1.375月分 0.95月分 2.325月分

合　計 2.6月分 1.85月分 4.45月分

（加算状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置あり（5〜15％）

■ ラスパイレス指数
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

勝央町 97.0 97.1 98.3 98.7 97.6

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100としたときの給与水準を示す指数です。

■ 特別職の報酬等の状況
区　　分 月　　額 期　末　手　当

町　長 720,000円 平成30年度支給割合
6月期　1.975月分

12月期　2.125月分
計　　4.10 月分

副町長 610,000円

教育長 550,000円

議　長 300,000円 6月期　1.55月分
12月期　1.70月分

計　　3.25月分
副議長 240,000円

議　員 220,000円

（加算措置15％）

■ 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 39.3歳 292,400円 322,700円

（２）職員の初任給の状況

区　　　　分 勝　央　町 国

一般行政職
大学卒 180,700円 180,700円

高校卒 148.600円 148,600円

■ 一般行政職の級別職員数等の状況
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 参事・局長・室長 14人 20.3％

５級 参 事 補 13人 18.8％

４級 主 査 10人 14.5％

３級 主 任 11人 15.9％

２級 主 事 ・ 技 師 9人 13.1％

１級 主 事 補 ・ 技 師 補 12人 17.4％

■ 職員数等の状況（部門別）
区　分 平成30年 区　分 平成30年

議 会 2人 民 生 53人

総 務 20人 衛 生 8人

税 務 5人 教 育 16人

農 林 水 産 9人 水 道 3人

商 工 1人 下 水 道 6人

土 木 6人 そ の 他 7人

※定数条例による定員数は157人　※教育長は含まない 合　計 136人

（２）その他手当

手当名 内容及び支給単価

・配偶者　　　　　　　　　 　　6,500円
・子　　　　　　　　　　　　 10,000円

（※子のうち、15〜22歳の者は5,000円加
算）
・父母等　　　　　　　　　 　　6,500円

通　勤
手　当

自動車等の使用を常例とし、通勤距離が
片道２㎞以上であること（600円／㎞）
　　　　　　　　　　1,200円〜33,000円

住　居
手　当

平成24年度から廃止

管理職
手　当

６級（参事相当職）　　　　　40,000円
５級（参事補相当職）　　　　25,000円

特殊勤務
手　　当

清掃作業従事手当　　　　　月額3,500円
火葬処理手当　　　　　　　１件1,500円

2019.4月号 2019.4月号2019.4月号 62019.4月号2019.4月号 2019.4月号7

職員の給与は、仕事の内容、生計費、国家公務員や近隣市町村の職員の給与、民間企業

従事者の給与とのバランスなどを考えて、議会の議決を経て条例で定めています。また、

職員の定数も議会の議決を経て定めています。

町民のみなさんに職員等の給与について広く知っていただくため、その概要をお知らせ

します。

平
成
１３
年
４
月
８
日
以
前
︵
８

日
を
含
む
︶
に
生
ま
れ
た
人
に
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
 

︻
勝
央
町
で
投
票
で
き
る
人
︼

◎
平
成
３０
年
１２
月
２８
日
︵
２８
日
を

含
む
︶
ま
で
に
勝
央
町
に
住
民

登
録
を
届
け
出
し
て
 
勝
央
町

の
選
挙
人
名
簿
に
載
c
て
い
る

人
 

◎
平
成
３０
年
１２
月
２９
日
以
降
に
岡

山
県
内
に
転
出
し
た
が
 
新
し

い
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

載
c
て
い
な
い
人
 
た
だ
し
 

１８
歳
以
上
の
選
挙
人
名
簿
新
規

登
録
者
に
つ
い
て
は
 
勝
央
町

に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
か

ら
引
き
続
き
３
箇
月
以
上
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
た

人
で
あ
c
て
 
勝
央
町
に
住
所

を
有
し
な
く
な
c
た
日
後
４
箇

月
を
経
過
し
な
い
人
 ︵
引
き

続
き
岡
山
県
内
に
住
所
を
有
す

る
証
明
書
が
必
要
︶

︻
勝
央
町
で
投
票
で
き
な
い
人
︼

◎
平
成
３０
年
１
月
７
日
以
降
に
岡

山
県
内
か
ら
勝
央
町
に
住
民
登

録
を
し
た
人
は
 
前
の
住
所
地

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
 

︵
引
き
続
き
岡
山
県
内
に
住
所

を
有
す
る
証
明
書
が
必
要
︶

投
票
で
き
る
人

投
票
は
町
内
５
カ
所
の
投
票
所

で
午
前
７
時
か
ら
始
ま
り
 
午
後

６
時
で
締
め
切
り
ま
す
 

投
票
時
間
は
　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

開
票
は
４
月
７
日
 
午
後
８
時

１５
分
か
ら
公
民
館
で
行
い
ま
す
 

開
票
状
況
・
結
果
に
つ
い
て
は
防

災
行
政
無
線
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

す
 開

票
及
び

結
果
の
お
知
ら
せ

第
１
投
票
区
︵
勝
間
田
地
区
︶

勝
央
町
公
民
館

第
２
投
票
区
︵
植
月
地
区
︶

植
月
コ
ミ
å
ニ
テ
£
セ
ン
タ
ü

第
３
投
票
区
︵
吉
野
地
区
︶

吉
野
コ
ミ
å
ニ
テ
£
セ
ン
タ
ü

第
４
投
票
区
︵
古
吉
野
地
区
︶

古
吉
野コ

ミ
å
ニ
テ
£
セ
ン
タ
ü

第
５
投
票
区
︵
高
取
地
区
︶

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所

投
票
場
所

勝
央
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
３８
ü
３
１
１
１

問
い
合
わ
せ
先

う
す
水
色
に
黒
文
字
の
用
紙
で

す
 
候
補
者
の
氏
名
を
ハ
Ã
キ
リ

と
１
人
だ
け
書
い
て
く
だ
さ
い
 

投
票
用
紙
は
１
種
類

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
 
レ

ジ
ã
ü
や
買
い
物
な
ど
で
投
票
で

き
な
い
人
は
 
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
 

▼
期
　
間

３
月
３０
日
︵
土
︶
 ４

月
６
日
︵
土
︶

※
土
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
 

▼
時
　
間

午
前
８
時
３０
分
 
午
後
８
時

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
庁
舎
東
側

﹁
期
日
前
投
票
所
﹂

期
日
前
投
票

岡山県議会議員選挙
告
示
日
　
３
月
29
日
（
金
）

投
票
日
　
４
月
７
日
（
日
）

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入

所
中
の
人
は
病
院
・
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
 

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票



2019.4月号2019.4月号 2019.4月号 2019.4月号2019.4月号

あ
れ
れこ

まちの話題

あ
れ
れこ

まちの話題

89

表
彰
式
の
よ
う
す
▼

受
賞
し
た
勝
央
町
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
﹁
大
空
会
﹂
▼

参
加
者
全
員
で
体
操
▼

３
月
３
日
 
ノ
ü
ス
ヴ
£
レ
Ã

ジ
で
﹁
第
３５
回
金
時
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
 
当

日
は
 
県
内
外
か
ら
３
３
５
人
の

ラ
ン
ナ
ü
た
ち
が
園
内
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
 

参
加
者
は
 
親
子
組
 
小
学
生

３
・
４
年
生
︵
男
子
・
女
子
の

部
︶ 
小
学
生
５
・
６
年
生
︵
男

子
・
女
子
の
部
︶ 
中
学
生
・
高

校
生
・
一
般
︵
男
子
・
女
子
の
部
︶

の
７
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
ス
タ
ü

ト
し
 
園
内
を
折
り
返
す
２
キ
ロ

の
コ
ü
ス
を
走
り
ま
し
た
 
表
彰

式
で
各
ク
ラ
ス
上
位
６
人
の
表
彰

の
後
 
恒
例
の
パ
ン
投
げ
が
行
わ

れ
 
賑
や
か
に
閉
会
し
ま
し
た
 

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
 
勝
央

町
体
育
協
会
と
教
育
委
員
会
の
主

催
で
 
全
て
の
基
本
と
な
る
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
通
じ
て
 
参
加
者
同
士

の
ふ
れ
あ
い
と
明
る
く
活
気
の
あ

る
町
づ
く
り
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
 

み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
!!

第
35
回
金
時
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
月
２０
日
 
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ü
を
会
場
に
﹁
第
２
回
勝
央

町
ぐ
る
c
と
筋
力
ア
Ã
プ
教
室
交

流
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

６５
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

健
康
づ
く
り
事
業
﹁
ぐ
る
c
と
筋

力
ア
Ã
プ
教
室
﹂
が
現
在
町
内
の

コ
ミ
å
ニ
テ
£
ハ
ウ
ス
や
公
会
堂

な
ど
２２
カ
所
で
行
わ
れ
て
お
り
 

当
日
は
こ
の
教
室
の
参
加
者
や
教

室
に
興
味
の
あ
る
人
が
計
６０
人
以

上
集
ま
り
 
地
区
を
越
え
た
交
流

を
行
い
ま
し
た
 

会
で
は
 
ま
ず
教
室
の
現
状
を

紹
介
の
後
 
９０
歳
以
上
で
継
続
し

て
教
室
に
参
加
し
た
人
︵
２
人
︶

に
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
 

そ
の
後
は
 
参
加
者
全
員
で
お

な
じ
み
の
﹁
ぐ
る
c
と
筋
力
ア
Ã

プ
体
操
﹂
を
行
い
 
最
後
に
地
区

を
越
え
て
グ
ル
ü
プ
を
つ
く
り
 

教
室
の
取
り
組
み
や
工
夫
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
意
見
交
換
と
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
 

意
見
交
換
や
発
表
の
中
で
は
 

﹁
１
人
で
は
な
か
な
か
体
操
で
き

な
い
が
 
み
ん
な
と
な
ら
一
緒
に

楽
し
ん
で
で
き

る
﹂
﹁
健
康
づ

く
り
に
も
な
る

し
 
日
頃
会
わ

な
い
人
と
話
が

で
き
て
楽
し

い
﹂
と
い
c
た

声
が
あ
り
 
参

加
者
の
議
論
が

白
熱
し
た
会
と

な
り
ま
し
た
 

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

ぐ
る
っ
と
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
交
流
会

２
月
１２
日
 
ピ
å
ア
リ
テ
£
ま
き
び

で
﹁
平
成
３０
年
度
岡
山
県
青
年
農
業
者

大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
 
勝
央
町
農
業
後

継
者
ク
ラ
ブ
﹁
大
空
会
﹂
が
最
優
秀
賞

︵
岡
山
県
知
事
賞
︶
を
受
賞
し
ま
し
た
 

こ
の
大
会
は
 
農
業
経
営
の
改
善
や

地
域
活
動
に
関
す
る
成
果
発
表
な
ど
を

通
し
て
課
題
解
決
能
力
や
経
営
意
欲
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
 
相
互
の
交
流

を
深
め
 
農
業
経
営
者
と
し
て
の
資
質

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
 

大
会
の
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
活
動
発
表
の

部
で
 
代
表
の
神
田
昌
洋
さ
ん
が
﹁
黒
大

豆
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
∧
種

子
調
湿
処
理
に
よ
る
発
芽
率
の
向
上

∨
﹂
の
発
表
し
 
今
回
の
受
賞
に
よ
り
 

１１
月
の
﹁
第
５２
回
中
国
四
国
地
域
若
い

農
業
者
の
つ
ど
い
﹂
に
岡
山
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
 

神
田
さ
ん
は

﹁
勝
央
町
の
黒

大
豆
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し

た
 
１１
月
の
中

四
国
大
会
で
も

良
い
成
績
を
残

し
 
全
国
大
会

へ
進
み
た
い
 ﹂

と
 
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
 

黒
大
豆
の
発
表
で
最
優
秀
賞
受
賞

勝
央
町
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
「
大
空
会
」


北
風
小
僧
の
寒
太
郎
を
披
露
し
た
勝
間

田
区
ふ
れ
あ
い
フ
ラ
ワ
ü
ズ
︵
合
唱
・

邦
楽
部
門
︶

２
月
２５
日
 
勝
央
町
役
場
町
長
室
で

﹁
平
成
３０
年
度
勝
央
町
入
隊
激
励
会
﹂
が

行
わ
れ
ま
し

た
 町

か
ら
は
 

石
部
佑
汰
さ
ん

︵
平
︶ 
金
藤
怜

応
さ
ん
︵
岡
︶ 

山
根
慎
平
さ
ん

︵
平
︶
が
陸
上

自
衛
隊
に
自
衛

官
候
補
生
と
し

て
入
隊
さ
れ
ま

す
 

激
励
会
で
は
 
水
嶋
町
長
か
ら
﹁
日
本

の
国
土
に
お
け
る
安
心
安
全
へ
の
強
い
意

識
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
持
ち
 
１

日
も
早
く
慣
れ
て
 
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
励
ま
し
の
言
葉
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
 

ま
た
 
入
隊
予
定
者
を
代
表
し
て
 
山

根
さ
ん
が
﹁
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
 

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
c
ぱ
い
で

す
 
入
隊
後
は
訓
練
や
教
育
な
ど
 
先
輩

か
ら
教
わ
る
数
々
の
こ
と
を
早
く
身
に
付

け
 
町
出
身
者
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う

日
々
努
力
精
進
し
 
立
派
な
自
衛
官
を
目

指
し
ま
す
﹂
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
 

立
派
な
自
衛
官
を
目
指
し
て

勝
央
町
入
隊
激
励
会

町から新たに入隊する石部さん（前左）、
金藤さん（前中央）、山根さん（前右）

２
月
２４
日
と
３
月
１０
日
に
 

勝
央
文
化
ホ
ü
ル
で
 ﹁
第
１４

回
し
�
う
お
う
町
民
音
楽
祭
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
 
町
に
在

住
 
通
勤
・
通
学
の
音
楽
愛
好

家
が
集
ま
c
て
行
わ
れ
 
２
月

２４
日
の
合
唱
・
邦
楽
部
門
で
は

町
内
の
７
団
体
が
 
３
月
１０
日

の
フ
©
ü
ク
・
ロ
Ã
ク
部
門
は

町
内
の
１１
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
参

加
し
 
ス
テ
ü
ジ
上
で
発
表
し

ま
し
た
 

音
楽
祭
は
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
 

各
団
体
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
楽
器
の
演
奏
や
歌

声
な
ど
を
披
露
し
 
演
奏
終
了

後
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
 

町
民
主
体
の
音
楽
の
祭
典

し
ょ
う
お
う
町
民
音
楽
祭

２
月
２４
日
 
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü
で
 
勝
央

民
話
を
語
る
会
ち
�
ん
ち
�
ん
こ
の
主
催
で
﹁
第
１１

回
む
か
し
話
を
た
の
し
む
会
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

今
回
は
ち
�
ん
ち
�
ん
こ
の
メ
ン
バ
ü
や
子
ど
も

の
語
り
手
が
﹁
節
分
の
始
ま
り
﹂
な
ど
ク
ス
c
と
笑

え
る
む
か
し
話
や
﹁
角
土
俵
﹂
な
ど
の
勝
央
町
に
ま

つ
わ
る
話
を
来
場
者
の
約
１
０
０
人
の
前
で
披
露
し

ま
し
た
 

町
内
か
ら
来
場
さ
れ
た
人
は
 ﹁
民
話
を
聞
い
て

感
動
し
ま
し
た
 
特
に
町
内
の
話
を
聞
け
て
 
昔
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
話
し
て
い
ま
し

た
 

昔
な
つ
か
し
い
語
り
を
楽
し
む

む
か
し
話
を
た
の
し
む
会


有
名
な
邦
楽
曲
披
露
し
た
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ｚ
︵
フ
©
ü
ク
・
ロ
Ã
ク
部
門
︶

▲
語
り
の
よ
う
す



2019.4月号 2019.4月号2019.4月号2019.4月号2019.4月号 1011

（敬称略）
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち︵
番
外
編
︶

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち︵
番
外
編
︶

◇

第
４４
回
岡
山
県
少
年
剣
道
錬

成
大
会
（
２
／
１１
ジ
ッ
プ
ア

リ
ー
ナ
岡
山
）

︻
団
体
戦
︼

︵
中
学
生
男
子
の
部
︶

準
優
勝
　
養
徳
館
道
場

◇

第
７
回
大
倉
卓
夫
旗
争
奪
剣

道
錬
成
大
会
（
２
／
１７
真
庭

市
白
梅
総
合
体
育
館
）

︻
団
体
戦
︼

︵
小
学
生
女
子
の
部
︶

優
　
勝
　
養
徳
館
道
場

︵
小
学
生
高
学
年
の
部
︶

第
３
位
　
養
徳
館
道
場

◇

第
１６
回
美
咲
町
柵
原
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

（
３
／
２
美
咲
町
立
柵
原
東
小

学
校
）

準
優
勝
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
Ã
ト

ボ
ü
ル
少
年
団

◇

第
３５
回
金
時
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
（
３
／
３
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
）

※
町
内
入
賞
者
の
み
掲
載

︵
中
・
高
・
一
般
女
子
の
部
︶

第
３
位
　
川

　
愛
琉

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

▲
発
表
の
よ
う
す

平
成
３１
年
度
の
ス
ポ
ü
ツ
少
年
団
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
 

▼
種
　
目

○
柔
道
　
○
剣
道
　
○
な
ぎ
な
た

○
少
林
寺
拳
法
　
○
空
手
道

○
勝
間
田
サ
Ã
カ
ü

○
植
月
サ
Ã
カ
ü

○
吉
野
・
古
吉
野
サ
Ã
カ
ü

○
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
Ã
ト

○
勝
央
Jr
バ
レ
ü
ボ
ü
ル

○
勝
央
ボ
ü
イ
ズ
︵
軟
式
野
球
︶

▼
対
　
象

町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
高

校
３
年
生

▼
申
込
方
法

小
・
中
学
生
は
 
学
校
を
通
じ
て
お

配
り
し
た
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う

え
 
入
団
経
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
 

▼
入
団
経
費

３，

１
０
０
円
︵
登
録
費
 
保
険
料

含
む
︶

▼
申
込
期
限

４
月
１１
日
︵
木
︶

▼
入
団
式

日
　
時
　
４
月
１４
日
︵
日
︶
９
時
 

場
　
所
　
公
民
館
駐
車
場

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
教
育
委
員
会
︵
公
民
館
内
︶

☎
３８
ü
１
７
５
３

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

２
月
２５
日
 
倉
敷
市
民
会
館

で
 ﹁
教
員
の
働
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
集
い
ｉｎ
く
ら
し
き
﹂

が
行
わ
れ
 
勝
央
中
学
校
が
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
の
昨
年
度

１
年
間
の
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
 

勝
央
中
学
校
は
 
昨
年
度
文

部
科
学
省
委
託
事
業
の
﹁
学
校

現
場
に
お
け
る
業
務
改
善
加
速

事
業
﹂
の
モ
デ
ル
校
と
な
c
て

い
て
 
教
職
員
が
研
修
な
ど
を

通
し
て
働
き
方
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
 ﹁
３
つ
の
整
理
﹂
と

﹁
５
Ｓ
の
手
順
﹂
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
 

﹁
３
つ
の
整
理
﹂
と
は
 
声

の
整
理
︵
教
職
員
の
思
い
を
大

切
に
す
る
︶
 
職
場
の
整
理

︵
現
状
を
基
に
改
善
策
を
考
え

実
施
す
る
︶
育
て
る
思
考
の
整

理
︵
目
指
す
生
徒
像
に
向
か
c

て
方
策
を
立
て
実
行
す
る
︶
で

す
 ま

た
 ﹁
５
Ｓ
の
手
順
﹂
と

は
 ﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
︵
動
か
す
︶﹂ 

﹁
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
︵
分
析
す
る
︶﹂ 

﹁
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
︵
つ
な
ぐ
︶﹂ 

﹁
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
︵
活
動
す
る
︶﹂ 

﹁
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
︵
見
通

す
︶﹂
で
 
こ
の
ス
テ
Ã
プ
を

踏
ん
だ
こ
と
に
よ
り
 
校
内
組

織
や
環
境
整
備
の
強
化
が
図
ら

れ
 
教
職
員
の
勤
務
に
対
す
る

意
識
が
高
め
ら
れ
た
１
年
と
な

り
ま
し
た
 

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を
発
表

勝
央
中
学
校

「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
」募
集（
新
規
・
継
続
）

「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
」募
集（
新
規
・
継
続
）

勝
央
町
で
は
 ﹁
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
﹂
を
募

集
し
ま
す
 
地
域
課
題
の
解
決
や
継
続
し
て
定
着
を
目
指

す
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
 
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
勝
央
町

内
の
任
意
の
団
体
や
自
治
組
織
な
ど
を
対
象
に
５０
万
円
を

上
限
に
補
助
し
ま
す
 
本
年
度
で
は
 
５
事
業
の
新
規
採

択
を
予
定
し
て
い
ま
す
 

ま
た
 
前
年
度
採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
 
３

年
目
ま
で
２５
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
の
で
 
継
続
申

請
を
す
る
場
合
は
 
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
 

▼
申
請
期
間

４
月
１５
日
︵
月
︶
 
５
月
１７
日
︵
金
︶

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

勝
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

年
間
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

勝
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

年
間
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

勝
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
新
年
度
会
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
 

▼
使
用
料

藺

個
人
使
用

１
日
　
２
０
０
円

年
間
　
２，

０
０
０
円
︵
４
月
１
日
 
３
月
３１
日
︶

藺

専
用
使
用

半
日
　
２，

１
０
０
円

全
日
　
４，

２
０
０
円

※
町
内
居
住
者
及
び
町
内
に
勤
務
す
る
人
以
外
の
人
が
申

請
を
し
 
使
用
す
る
場
合
は
 
前
記
の
表
の
金
額
に

５０
％
を
加
え
る
も
の
と
す
る
 

な
お
 
年
間
使
用
料
︵
２，

０
０
０
円
︶
を
納
め
た

人
に
は
 
会
員
証
を
発
行
し
 
休
園
日
及
び
専
用
使
用

予
約
日
以
外
は
い
つ
で
も
会
員
証
提
示
に
よ
り
使
用
で

き
ま
す
 

た
だ
し
 
使
用
に
際
し
て
は
 
他
の
体
育
施
設
と
同

様
に
予
約
状
況
を
ご
確
認
の
う
え
 
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

▼
使
用
時
間

８
時
３０
分
 
１７
時

▼
休
園
日

年
末
年
始
及
び
施
設
管
理
日
︵
月
曜
日
終
日
及
び
水
・

土
曜
日
の
午
後
︶

※
た
だ
し
 
定
め
ら
れ
た
日
以
外
に
も
 
管
理
上
 
休
園

日
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
 

▼
申
込
方
法

直
接
 
公
民
館
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
 

※
専
用
使
用
の
予
約
は
 
太
平
台
︵
株
︶
へ
前
月
２０
日
以
降

で
お
願
い
し
ま
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部

☎
３８
ü
１
７
５
３



※5月で満1歳になる、お子さんの写真を募集しています。

　写真と40字以内のメッセージを添えて4月3日㈬までに

　勝央町役場総務部へ送付してください。

　なお、勝央町に住民登録をしている人に限ります。

2019.4月号2019.4月号 122019.4月号2019.4月号13

主催：勝央町ウォーキングの会
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議

※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（☎３８－７１０２）※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（☎３８－７１０２）

ウォーキングの集いウォーキングの集いウォーキングの集い

N

R179R179

勝
間
田
高
校

勝
間
田
高
校

太平台医院太平台医院

勝間田小勝間田小勝央町役場勝央町役場

集合場所
総合保健福祉センター

と　き　４月６日（土）

　　　　９：００　総合保健福祉センター集合

　　　　　　　　　（約２時間：およそ６㎞）

コース　総合保健福祉センター～金毘羅神社～岡神社

見どころ　勝間田地区の神社を巡りながら、桜を見に行きませんか。

持参物　飲み物、ウォーキングの思い出（スタンプを押します）

　　　　雨模様の場合は雨具、カメラをお持ちの人はご持参ください。

参加費　保険料５０円

その他　●当日、受付でより詳しいコース図をお渡しします。

　　　　●どなたでも事前の申し込みは不要です。

　　　　●最後尾は車でまわりますので、「途中で歩けなくなったら」な

　　　　　どと心配せず、お気軽にご参加ください。

※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：３０までに

と　き　４月６日（土）

　　　　９：００　総合保健福祉センター集合

　　　　　　　　　（約２時間：およそ６㎞）

コース　総合保健福祉センター～金毘羅神社～岡神社

見どころ　勝間田地区の神社を巡りながら、桜を見に行きませんか。

持参物　飲み物、ウォーキングの思い出（スタンプを押します）

　　　　雨模様の場合は雨具、カメラをお持ちの人はご持参ください。

参加費　保険料５０円

その他　●当日、受付でより詳しいコース図をお渡しします。

　　　　●どなたでも事前の申し込みは不要です。

　　　　●最後尾は車でまわりますので、「途中で歩けなくなったら」な

　　　　　どと心配せず、お気軽にご参加ください。

今月満１歳になるお子さんです。

（誕生日順）笑 顔

子
ど
も
は
町
の
宝

子
ど
も
は
町
の
宝

い
つ
ま
で
も
こ
の
町
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
広
報
紙
に
顔
を
出
し
て
ね
。

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。
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お知らせのページ

役場への電話・メール
総　務　部（☎３８−３１１１）
soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（☎３８−３１１２）
sangyou

@town.shoo.okayama.jp

土木・都市計画
（☎３８−３１１３）

kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
税　務（☎３８−３１１４）
zeimu

@town.shoo.okayama.jp

国　　 保（☎３８−３１１５）
iryou

@town.shoo.okayama.jp
戸籍・年金（☎３８−３１１６）
choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎３８−７１０２）
福　祉
fukushi

@town.shoo.okayama.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎３８−３１１７）
上　水
suidou

@town.shoo.okayama.jp

下　水
gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出　納　室（☎３８−１７５１）
suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（☎３８−１７５２）
gakuji

@town.shoo.okayama.jp

社会教育（☎３８−１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎３８−１７５４）
gikai@town.shoo.okayama.jp

相
談

町
で
は
 
結
婚
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
行
c
て
い
ま
す
 
当
日
は
空

き
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
 
結
婚
支

援
員
に
よ
る
仲
介
も
希
望
で
き
ま

す
 詳

細
は
 
勝
央
町
役
場
の
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

▼
日
　
時

４
月
１４
日
︵
日
︶

１３
時
３０
分
 
１５
時
３０
分

※
相
談
時
間
３０
分
 

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
２
階
第
三
委
員
会
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
及
び
居
住
意
思
の
あ
る

２０
歳
以
上
５０
歳
未
満
独
身
男
女
 
ま

た
は
 
そ
の
ご
家
族
︵
町
内
在
住
者
︶

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://te
iju
.to

w
n
.sh

o
o
.lg
.jp

勝
央
町
結
婚
相
談
会

「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
勝
央
」
開
催

︻
津
山
会
場
︼

▼
日
　
時

４
月
６
日
︵
土
︶

１０
時
 
１２
時

▼
場
　
所

津
山
中
央
公
民
館

︵
津
山
市
大
谷
６
０
０
番
地
︶

︻
美
作
会
場
︼

▼
日
　
時

４
月
１３
日
︵
土
︶

１０
時
 
１２
時

▼
場
　
所

美
作
市
民
セ
ン
タ
ü

︵
美
作
市
栄
町
３５
番
地
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

つ
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ü

☎
２０
ü
１
１
５
５

募
集

登
記
に
関
す
る
相
談
︵
相
続
 
贈

与
 
売
買
 
建
物
 
会
社
の
登
記
︶ 

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
 
多
重
債

務
 
破
産
に
関
す
る
相
談
 
境
界
に

関
す
る
相
談
な
ど
 
法
律
に
関
す
る

こ
と
で
日
頃
か
ら
お
悩
み
の
問
題
に

つ
い
て
 
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

相
談
は
無
料
で
 
予
約
は
不
要
で

す
 
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て

は
 
秘
密
は
堅
く
厳
守
さ
れ
ま
す
 

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

消費生活相談

町では、岡山県消費生活センターの専

門相談員による無料相談を行っていま

す。商品やサービスなど、消費生活全般

に関する苦情や問い合わせ、架空請求、

多重債務など、さまざまなご相談をお受

けします。

相談は予約制で、受けた事柄について

は、秘密は堅く厳守されます。

日　時

４月２３日（火）

１０時〜１５時

場　所

勝央町役場税務住民部消費者相談窓口

予約・問い合わせ先

勝央町役場税務住民部

☎３８−３１１６

ごみ収集日にご注意ください
４月２９日（月）〜５月３日（金）、６日（月）
は祝日のため、ごみ収集はありません。
４月２９日（月）〜５月３日（金）は振替収
集はありません。また、５月６日（月）は５
月８日（水）に振替収集を行います。
なお、ごみは各地区の決まった時間内に
それぞれの収集場所に出してください。
問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部
☎３８−７１０２

ＪＲ勝間田駅前駐車場
利用者募集

勝間田駅前の月極駐車場利用者を
募集しています。
利用をご希望の人は、勝央町役場
総務部にお問い合わせください。
利用料金（１区画）
１カ月３，０００円
問い合わせ先
勝央町役場総務部
☎３８−３１１１

固定資産税課税台帳の
縦覧が始まります

土地や家屋の評価額などを登録している固定資

産税課税台帳の縦覧を４月１日（月）から５月３１日

（金）まで（土・日曜日・祝日を除く）行います。

縦覧希望者は印かんと本人確認ができるもの（運

転免許証など）を持参のうえ、税務住民部までお

越しください。

問い合わせ先

勝央町役場税務住民部　☎３８−３１１４

協会けんぽからのお知らせ
協会けんぽは、中小企業などで働く従業員とそ
の家族の皆さまが加入する健康保険です。
平成３１年３月分（４月納付分）から保険料率が
次のとおり変更します。
・健康保険料率 １０．２２％
・介護保険料率 １．７３％
※任意継続被保険者の人は４月分から変更。
問い合わせ先
協会けんぽ岡山支部
☎０８６−８０３−５７８０

勝央図書館では、地元のパン屋さんのご協
力のもと、コミック（マンガ）を紹介し合う、
ビブリオバトルを実施します。青空の下で本
とパンを楽しめるイベントです。
日　時
５月１１日（土）１０時〜１２時
場　所
勝央図書館前広場
※雨天時は館内で実施。
部　門
こどもの部（小学生）
大人の部（中学生以上）
※１人５分の持ち時間で好きなマンガを紹介
し、一番読みたいチャンプ本を決めます。
参加賞
オリジナル豆本ブックメーカー
申込期限
５月８日（水）
申込・問い合わせ先
勝央図書館　☎３８−０２５０

コミックビブリオバトル

参加者募集

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

☎
３８
ü
７
１
０
２

青
を
身
に
つ
け
 
自
閉
症
な
ど
の
発

達
障
害
の
人
た
ち
を
応
援
し
ま
し
�

う
 

▼
第
１
次
試
験

６
月
９
日
︵
日
︶

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院

h
ttp

://w
w
w
.jin

ji.g
o
.jp
/

sa
iy
o
/sa

iy
o
.h
tm

▼
日
　
時

５
月
９
日
︵
木
︶

１１
時
 
１３
時

︵
受
付
１０
時
４５
分
 
︶

▼
対
象
者

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
妊
婦
 

１
歳
ま
で
の
親
子

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü１

階
和
室

▼
内
　
容

離
乳
食
の
調
理
実
習
 
座
談
会

▼
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
 
三
角
巾
 
タ
オ
ル
 

託
児
セ
Ã
ト
︵
妊
婦
は
不
要
︶

▼
申
込
期
限

４
月
２５
日
︵
木
︶

も
ぐ
も
ぐ
離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

自
閉
症
の
人
た
ち
が
生
活
し
や
す

い
社
会
は
 
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
活

で
き
る
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
 

日
本
で
は
 
４
月
２
日
︵
火
︶
 
８

日
︵
月
︶
の
１
週
間
を
 
自
閉
症
を
は

じ
め
と
す
る
発
達
障
害
を
み
ん
な
で

知
る
た
め
の
発
達
障
害
啓
発
週
間
と

し
て
い
ま
す
 

ま
た
 
４
月
２
日
︵
火
︶
は
﹁
世
界

自
閉
症
啓
発
デ
ü
﹂
で
す
 
当
日
は

い
や
し
・
希
望
・
平
穏
を
表
す
﹁
青
﹂

を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ü
に
し
て
 
世
界

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ト
ア
Ã
プ

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
 
皆
さ
ん
も

発
達
障
害
啓
発
週
間

厚
生
労
働
省
で
は
 
次
の
と
お
り

労
働
基
準
監
督
官
を
募
集
し
ま
す
 

▼
受
験
資
格

・
平
成
元
年
４
月
２
日
 
平
成
１０
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
１０
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①

大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

３２
年
︵
２
０
２
０
年
︶
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▼
募
集
期
限
︵
イ
ン
タ
ü
ネ
Ã
ト
申
込
︶

４
月
１０
日
︵
水
︶

労
働
基
準
監
督
官
募
集

︻
パ
ソ
コ
ン
ワ
ü
ク
初
級
科
︼

▼
訓
練
期
間

５
月
８
日
︵
水
︶
 
８
月
２
日
︵
金
︶

▼
訓
練
場
所
　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ü

︵
津
山
市
山
下
９２
ü
１
︶

▼
募
集
期
限

４
月
１０
日
︵
水
︶

︻
飲
食
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
︼

▼
訓
練
期
間

６
月
４
日
︵
火
︶
 
１０
月
２
日
︵
水
︶

▼
訓
練
場
所
　

津
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ü

︵
津
山
市
勝
部
２０
ü
７
︶

▼
募
集
期
限

５
月
７
日
︵
火
︶

︻
両
科
に
共
通
︼

▼
募
集
定
員

１５
人

▼
対
象
者

求
職
中
の
人

▼
受
講
料

無
料
︵
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
︶

▼
申
込
方
法

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
︵
ハ

ロ
ü
ワ
ü
ク
︶
で
ご
相
談
の
う
え
 

応
募

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

☎
２６
ü
１
１
２
５

訓
練
生
募
集

▼
募
集
訓
練
科
・
定
員

医
科
医
療
事
務
科
　
１５
人

▼
対
象
者

公
共
職
業
安
定
︵
ハ
ロ
ü
ワ
ü
ク
︶

所
長
の
受
講
指
示
や
受
講
推
薦
が
受

け
ら
れ
る
人

▼
訓
練
期
間

６
月
４
日
︵
火
︶
 
９
月
３
日
︵
火
︶

▼
訓
練
場
所
　

パ
テ
£
オ
２
２
１

︵
美
作
市
入
田
２
２
１
ü
１
︶

▼
受
講
料

無
料
︵
テ
キ
ス
ト
代
別
途
１
６，

０
０
０
円
程
度
必
要
︶

▼
募
集
期
限

５
月
７
日
︵
火
︶

▼
申
込
方
法

入
校
願
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所
に
提
出

※
入
校
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に

あ
り
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

美
作
校

☎
０
８
６
８
ü
７２
ü
０
４
５
３

訓
練
生
募
集



◆料金　登録料　３,０００円
　　　　注射料　３,０５０円
　　　　　注　　　射　　　料：2,500円
　　　　　注射済票交付手数料： 550円

平成31年度狂犬病予防注射日程表
　４月２２日（月）

時　　間 場　　　　　　所

 9 :00〜 9 :15 更生コミュニティハウス

 9 :25〜 9 :35 神五郎コミュニティハウス

 9 :40〜 9 :50 鳥羽野公会堂

10:00〜10:10 植月北田中コミュニティハウス

10:15〜10:20 植月北研修会館

10:30〜10:40 植月コミュニティセンタ
－

10:45〜10:50 河内公会堂

11:00〜11:05 福吉逧三叉路

11:10〜11:20 福吉コミュニティハウス前

11:25〜11:35 高取多目的研修集会所

11:40〜11:50 為本コミュニティハウス

　４月２３日（火）

 9 :00〜 9 :15 畑屋多目的研修集会所

 9 :20〜 9 :30 東吉田コミュニティハウス

 9 :35〜 9 :45 小矢田田中ごみステーション前

 9 :50〜10:00 小矢田コミュニティハウス

10:05〜10:15 黒土コミュニティハウス

10:20〜10:30 岡コミュニティハウス

10:35〜10:45 ＪＡ勝英勝間田給油所裏

10:50〜11:00 平コミュニティハウス

11:05〜11:15 長良台コミュニティハウス

11:20〜11:45 勝央町役場前

　４月２４日（水）

 9 :00〜 9 :15 田井コミュニティハウス

 9 :20〜 9 :35 美野公会堂

 9 :40〜 9 :45 曽井コミュニティハウス

 9 :50〜 9 :55 大岩公会堂

10:00〜10:10 上香山公会堂

10:15〜10:25 豊久田下コミュニティハウス

10:30〜10:35 豊久田中教育集会所

10:40〜10:50 豊久田上コミュニティハウス

10:55〜11:05 河原倉庫

11:10〜11:15 河原５区ごみステーション前

11:20〜11:25 旧ＪＡ勝英古吉野支店

11:30〜11:35 中石生コミュニティハウス

11:40〜11:50 下町川公会堂

11:55〜12:05 下石生コミュニティハウス

　５月１９日（日）

 9 :00〜 9 :10 勝央町役場前

 9 :20〜 9 :30 黒土コミュニティハウス

 9 :40〜 9 :45 美野公会堂

 9 :50〜10:00 どんどん市場（旧ＪＡ勝英吉野支店）

10:05〜10:15 旧ＪＡ勝英古吉野支店

10:20〜10:30 更生コミュニティハウス

10:35〜10:40 鳥羽野公会堂

10:45〜10:55 植月コミュニティセンター

11:10〜11:20 高取多目的研修集会所

お近くの会場をご利用ください。
（会場はどこを利用されてもかまいません）
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第７回勝央町スイーツまつり開催期間

・ももスイーツまつり　　７月２０日（土）～２８日（日）

・ぶどうスイーツまつり　８月３１日（土）～９月８日（日）

「勝央町スイーツまつり」のイベント期間中、勝央町特産の「もも」や「ぶどう」を

使ったオリジナルスイーツを提供する飲食店を募集します！

イベントに参加して、勝央町を盛り上げませんか？

【応募要件】

次の①〜③の要件を満たしている、町内で飲食を提供している事業者（喫茶営業含む）

①期間中、指定の果物を使ったスイーツを販売すること

②参加店として、１店舗につき参加協賛金５，０００円を負担すること

③スイーツのまちづくり実行委員会が主催するイベントに参加できること

【申込締切】

４月１９日（金）までに勝央町役場産業建設

部まで参加希望の連絡をお願いします。

※連絡の際には、「店舗名、連絡先」などを

お伝えください。

【参加特典】

・ＰＲパンフレットなどで紹介、参加店で

あることを示す、のぼりなどの広報資

材をご提供します。

・スイーツまつり参加店として、各種メ

ディアに広報します。

【申込・問い合わせ先】

勝央町役場産業建設部

３８−３１１２

３８−３１２０

「勝央町スイーツまつり」は、「もも」と「ぶどう」のそれぞれの旬の時期に、スイー

ツまつり参加店で、オリジナルメニューを期間限定販売するイベントです。

イベント期間中、参加者が店のスタンプを集めると賞品が当たるスタンプラリーを実施

し、回遊性を高めます。

2019年度

勝央町スイーツまつり
参加店募集！

2019年度

勝央町スイーツまつり
参加店募集！

スイーツまつりとは…？

スイーツまつり参加店募集！

「スイーツのまち勝央」ロゴマークを
使用しませんか？

期間中の対象商品PRなどに利用いた

だける、ロゴマークデータを提供しま

す。

利用希望の店舗は、申し込み時に併

せてお知らせください。

生後91日以降の犬を飼っている人に

は、法律により次のことが義務付けら

れています。

狂犬病予防注射を
受けましょう

飼い犬１頭ごとに、一生に一度
・飼い犬の登録をしていない人は、勝央町役場健康

福祉部で登録をしてください。登録の際は印かん

と登録料3,000円が必要です。また、左表の注

射会場でも登録ができますので、係員に申し出て

ください。

・他市町村で登録後に勝央町に転入された人は、転

出元で登録していたときの鑑札を持って、勝央

町役場健康福祉部へ届け出てください。

・飼い犬が死亡したときは勝央町役場健康福祉部に

ご連絡ください。登録を抹消します。

毎年1回接種
・左表日程で、狂犬病予防注射を実施しますのでご

利用ください。勝央町役場健康福祉部からお送り

する案内ハガキと予防注射料3,050円をご持参

ください。（最寄りの会場をご利用ください。都合

が悪い場合は他の地区の会場をご利用いただいて

かまいません）

・動物病院などでも予防注射を受けることができま

す。予防注射の後、勝央町役場健康福祉部に注射

した動物病院から発行される狂犬病予防注射

済証と手数料550円をご持参のうえ、狂犬病予

防注射済票の交付を受けてください。（近隣の一部

の動物病院では、その場で注射済票の交付を受け

ることができます。詳しくは、動物病院にご確認

ください）

・法律により「鑑札」「狂犬病予防注射済票」を飼い

犬に着けるよう定められています。また、迷い犬

となった場合に、飼い主を特定する手段にもなり

ます。

■問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　☎３８−７１０２

鑑札と狂犬病予防注射済票の装着

狂犬病予防注射

飼い犬の登録
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～自分のために　大切な人のために
受けてください　命を守る大切な検診～

平成31年度のけんしんの申し込みができます

◎総合健診（各種がん検診と生活習慣病予防のための健診）
大腸がん・胃がん・肺がん・肝炎ウイルス・前立腺がん・特定健診・後期高齢者健診

6月3日（月）～9日（日）※6月8日（土）除く
※がん検診と特定健診や後期高齢者健診が同時に受けられます

●大腸がんおさらい日（予備提出日）：６月１８日（火）

●大腸がん・肺がん・胃がん検診検診地区周り日：１０月９日（水）、１０日（木）

※胃がん検診は１０月９日（水）のみ実施

◎レディース（乳がん・子宮頸がん検診）

6月21日（金）～27日（木）、11月21日（木）※土日は除く
●委託している病院での個別検診：７月〜１１月

平成３１年度の総合健診とレディース検診を下記のとおり実施します。当日受診もできますが、

お申し込みしていただくと、大腸がん検査容器などを前もってお配りすることができます。

町が実施するがん検診は、下記のとおりです。職場などで受ける機会がない人も、ぜひこの

機会をご利用ください。

大腸がん
自宅で検便容

器に自分の便

をとって提出

肺がん
胸のレントゲ

ンにより胸の

病気を発見す

る検査

胃がん
バリウムを飲

んでのエック

ス線撮影

肝炎ウイルス
Ｂ型肝炎、Ｃ

型肝炎を調べ

る血液検査

前立腺がん
血液検査

乳がん
乳房のレント

ゲン（マンモ

グラフィ）と

医師の診察で

１㎝以下のし

こりも発見

子宮頸がん
医師による診

察と細胞診

男女ともに死

亡原因3位ま

でに入るが

ん。早期発見

のために検診

を！

日本人のがん

による死亡原

因のトップ。

まだまだ増加

する傾向にあ

る。

日本人がかかり

やすいがん。早

期治療が有効だ

が、現在も全体

の死亡原因3位

までに入る。

肝硬変、肝臓

がんの主な原

因となるウイ

ルスの感染を

べる。

男性のがん。

増加傾向にあ

る。

40〜50歳代

女性の死亡原

因ナンバーワ

ン。

20歳代後半

以降から増え

るがん。

◆申込方法
検診を希望される人は、今月号と一緒に配布している、「平成３１年度けんしんのご案内」の

申込はがきに、必要事項をご記入のうえ、投函してください。

５月中に地区の愛育委員さんを通じて、あるいは勝央町役場（健康福祉部）から直接、受診

用品（受診票・大腸がん検診検便容器など）をお届けします。内容をご確認いただき、ご希望

の受診日にお持ちください。

※当日受診もできます。（大腸がん検診を除く）

◆広報紙４月号に折り込みの
「けんしんのご案内」につ
いているはがきに必要事項
をご記入し、ポストに投函
してください。

◆問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部 ☎３８−７１０２

勝央町全体で健康づくりの輪をひろげていきましょう！　
◆いきいき金太郎協賛店・事業所・団体募集！
町民や従業員などに向け、積極的な検診の普及啓発や健康

づくり活動に協力していただける「いきいき金太郎協賛店・

事業所・団体」を募集しています。

登録していただいたら、右の認証ステッカーやのぼりをお

配りするとともに、ホームページや広報紙で町民の皆さんへ

取り組みなどをお知らせします。

◆申込方法
申込書必要事項を記入し、勝央町役場健康福祉部（総合保健福祉センター内　☎３８−７１

０２）に提出してください。

申込書は総合保健福祉センター窓口・勝央町ホームページからダウンロードしてご利用くだ

さい。

いきいき金太郎協賛店・事業所・団体ステッカー

国
保
加
入
者
へ
の
お
願
い

〜
交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け
た
ら
〜

国
保
加
入
者
へ
の
お
願
い

〜
交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け
た
ら
〜

相
手
の
あ
る
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
 
飲
食
店
で
の
食
中
毒
な

ど
︵﹁
第
三
者
行
為
﹂
と
い
い
ま
す
 ︶
に
よ
り
 
国
保
を
使
c
て

治
療
を
受
け
た
場
合
は
 
必
ず
﹁
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
﹂

を
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

第
三
者
行
為
に
よ
る
治
療
費
に
つ
い
て
は
 
本
来
 
加
害
者
が

負
担
す
る
べ
き
も
の
で
す
 

﹁
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
﹂
は
 
加
害
者
や
加
害
者
側
の

損
害
保
険
会
社
な
ど
に
 
国
保
が
立
て
替
え
て
い
る
治
療
費
を
本

人
に
代
わ
c
て
請
求
す
る
た
め
に
必
要
で
す
 

★
お
願
い

①
医
療
機
関
に
﹁
事
故
に
遭
c
た
こ
と
﹂﹁
国
保
へ
届
出
す
る
こ
と
﹂

を
告
げ
て
く
だ
さ
い

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
 
事
故
に
遭
c
た
こ
と
と
 

国
保
に
届
出
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
 
保
険
を
適
用
し
て
も
ら

い
ま
し
�
う
 

②
示
談
の
前
に
必
ず
役
場
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

保
険
証
を
使
c
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
か
ら
示
談
し
た
場

合
は
 
国
保
が
立
て
替
え
た
費
用
を
相
手
に
請
求
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
 
事
前
に
必
ず
役
場
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
 

③
ケ
ガ
の
原
因
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い

医
療
機
関
で
受
け
た
治
療
に
つ
い
て
 
ケ
ガ
の
原
因
が
﹁
第

三
者
行
為
﹂
に
よ
る
も
の
 
ま
た
は
仕
事
・
通
勤
中
の
も
の
で

な
い
か
を
国
保
か
ら
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
︵
医
療
班
︶

☎
３８
ü
３
１
１
５



読んでみんちぇ～

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０－１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）
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こ
ん
に
ち
は
 
協
力
隊
佐

で

す
 
新
年
度
を
迎
え
 
新
し
い
発

見
や
出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
毎

日
で
す
！

先
月
も
﹁
勝
央
こ
こ
ろ
ざ
し

シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
﹂﹁
勝
ブ
ラ
ン

ド
﹂
を
中
心
に
活
動
し
 
情
報
発

信
で
は
 
関
西
向
け
移
住
・
定
住

Ｐ
Ｒ
ム
ü
ビ
ü
の
作
成
な
ど
で
町

内
を
駆
け
回
り
 
取
材
・
撮
影
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
的
だ
c

た
も
の
が
２
つ
あ
り
ま
す
 
１
つ

目
は
 
１０
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て

い
る
紙
芝
居
お
じ
さ
ん
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
で
す
 
聞
き
手
を
惹
き

付
け
る
声
量
・
抑
揚
・
速
度
 
気

持
ち
を
汲
み
取
る
か
の
よ
う
に
１

枚
１
枚
め
く
ら
れ
る
物
語
に
没
入

さ
せ
ら
れ
 
テ
レ
ビ
や
映
画
に
は

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
 

問い合わせ先
勝央こころざしシェアスペース

☎20-1811地域おこし協力隊活動日誌

な
い
懐
か
し
い
ラ
イ
ブ
感
を
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

２
つ
目
は
 
黒
大
豆
の
生
産
者

に
振
る
舞
c
て
い
た
だ
い
た
﹁
黒

大
豆
の
お
茶
﹂
で
す
 
最
高
等
級

の
黒
大
豆
を
使
c
た
つ
く
り
た
て

の
贅
沢
な
お
茶
は
 
黒
大
豆
の
香

ば
し
い
匂
い
と
ま
ろ
や
か
な
甘
み

の
逸
品
で
し
た
 
農
産
物
の
一
番

美
味
し
い
状
態
は
生
産
者
し
か
味

わ
え
な
い
！
そ
ん
な
 
贅
沢
グ
ル

メ
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
 着

任
１
年
を
迎
え
 
徐
々
に
自

分
の
強
み
を
活
か
し
た
活
動
も
で

き
始
め
て
い
ま
す
 

そ
し
て
い
よ
い
よ
 
協
働
す
る

︵
一
社
︶
し
�
う
お
う
志
援
協
会
の

勝
央
町
ポ
ü
タ
ル
サ
イ
ト
︵
※
︶
が

正
式
公
開
予
定
で
 
私
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
情
報
発
信

の
場
が
進
行
中
で
す
の
で
 
今
か

ら
楽
し
み
で
す
！

※
ポ
ü
タ
ル
と
は
﹁
入
口
﹂
と
い

う
意
味
で
 
イ
ン
タ
ü
ネ
Ã
ト

上
で
の
町
の
入
り
口
と
な
る

ウ
§
ブ
メ
デ
£
ア
を
目
指
し
ま

す
 

～いきいき健康教室のご案内について～

勝央こころざしシェアスペースを皆さんに知っていただくため、イベントを随時開催しています。

ワンコインキッズこうさく～オカリナ編～
第１弾のクリスマス編に続き、第２弾はオカリナ編で、素焼きのオカリナに絵付け

体験をしました。

子どもの手のひらサイズのミニオカリナに、絵の具やマジック、クーピーなど使っ

て絵を書いたり色をつけたりしました。

絵付け後は、首にぶらさげてネックレスにしたり、実際に吹いて音を鳴らしたりと

世界に一つだけの自分だけの作品ができあがりました。

その後は、なんでも釣り大会を開催。得点を競ったり、なかなか釣れないカメに苦

戦しながらも楽しんでいただけたようです。

勝央町介護予防事業

めざせ！いきいき地域活動通信
Vol.22

紙芝居おじさんによる読み聞かせ

勝央町では、「脳の老化予防」「認知症予防」を目的に、いきいき健康教室を開催しています。参加や見学を希

望される人は下記までご連絡ください。

教 室 名　いきいき健康教室

場　　所　総合保健福祉センター

内　　容　教材を用いて、読み書き・簡単な計算の学習（休憩時間にはレクリエーションを行います）

対 象 者 ６５歳以上の人で基本チェックリスト該当者

定　　員 １５人

学習日時　毎週木曜日（祝祭日除く）９時３０分〜１１時２０分の間（１人４０分程度）

送　　迎　送迎は行いません。福祉バスなどを利用してご参加ください。

費　　用　月額　３，０００円（教材費込）

問い合わせ先　勝央町地域包括支援センター　☎３８−３０２８

今後のイベント予定

◇４月２１日（日）ワンコインキッズこうさく〜モビール編〜

モビールとは、いろんな形をひもや針金などを使ってバランスよくつるしたオブジェ

です。ユラユラゆれて楽しいですよ。形を描いたり、切ったりしてひも

でつるしたら完成。ぜひ自分だけのモビールをつくってみましょう。参

加希望の人は右記のＱＲコードから読み取ってお申し込みください。

◇５月中旬　　イベントを開催予定

※詳細はチラシやFacebookをご覧ください。

スプレー缶・
カセットボンベの捨て方

ス
プ
レ
ü
缶
・
カ
セ
Ã
ト
ボ
ン
ベ
は
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
 
資

源
ご
み
Ｂ
︵
金
属
類
︶
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
 

※
穴
を
あ
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 ︵
穴
開
け
が
原
因
に
よ
る
火
災

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
︶

●
缶
を
振
c
て
音
を
確
認
す
る
な
ど
に
よ
り
充
填
物
が
残
c
て
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
 

●
ス
プ
レ
ü
缶
に
は
ガ
ス
を
出
し
切
る
た
め
の
︻
ガ
ス
抜
き
キ
ã
Ã
プ
︼

が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
 
火
気
の
な
い
屋
外
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
 

︵
ガ
ス
抜
き
キ
ã
Ã
プ
の

形
状
 
使
用
方
法
は
 
商

品
に
よ
c
て
異
な
り
ま

す
 
商
品
に
記
載
さ
れ
た

使
用
説
明
を
必
ず
ご
覧
く

だ
さ
い
︶

●
カ
セ
Ã
ト
ボ
ン
ベ
に
は
 

ガ
ス
抜
き
キ
ã
Ã
プ
は
付

い
て
い
ま
せ
ん
 
必
ず
 

最
後
ま
で
中
身
を
使
い

切
c
て
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

☎
３８
ü
７
１
０
２

ワンコインキッズこうさくの
申し込みフォーム



ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod001.apsel.jp/lib.shoo/wopc/pc/pages/TopPage.jsp

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ
休 館 日：4／1〜22・30 休 館 日：4／1・8・15・22・25・30

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　4/10・17・24

4月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

4月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市ファーマーズ朝市

ホームページ　http://www.alis-nv.com

2019.4月号2019.4月号 2019.4月号2019.4月号 2223

「♯名画で学ぶ主婦業」

（田中久美子 監修／宝島社）

主婦の悲哀を名画

に乗せて、ユーモア

たっぷりのツイッ

ターでの大喜利をま

とめた１冊です。

ミレー『落穂拾い』

は、ちらかした後の

子どもの片付けをぼ

やきながら片づける母の姿を。喜多川歌麿『寛政三

美人』は、ＰＴＡの役員に関するお母さん同士の駆

け引きを表現するなど思わずくすっと笑ってしまい

ます。

他にも有名な絵画も掲載されています。想像力を

広げて楽しめます。

・「一切なりゆき　樹木希林のことば」

（樹木希林 著／文藝春秋刊）

・「童の神」 （今村翔吾 著／角川春樹事務所）

・「『たすけてー』かおはめえほん」

（岡本よしろう 作／あかね書房）

・「マインクラフトはじまりの島」

（マックス　ブルックス 作・北川由子 訳／

竹書房）

◆本と青空カフェ×コミックビブリオバトル開催

お気に入りのマンガで、チャンプ本を目指せ！自

分の好きなマンガをもって集まろう。

詳しくは本紙１５ページをご覧ください。

児 童 書

一 般 書

【特別展示室】

・小企画３８

岡本綺堂没後８０年・岡本経一生誕１１０年

半七とホームズⅡ

（４月２３日〜６月１６日）

【展示室】

・コレクション展Vol．４０

郷土の画家シリーズ−野遊びの、春。−

（４月２３日〜６月１６日）

○入場料：一　　　　　般 ２００円（１６０円）

高校生・大学生 １５０円（１２０円）

小・中 学 生 １００円（８０円）

小学生未満、65歳以上は無料。

※６５歳以上の人は年齢を証明するものの提示が必要。

（ ）内は１０人以上の団体料金。

【町民ギャラリー１】入場無料

・（貸館展）フォトクラブ金時作品展

（４月２４日〜２８日）

コレクション展Vol.40

郷土の画家シリーズ−野遊びの、春。−

当館の所蔵作品

から、郷土ゆかり

の作家を中心に紹

介するシリーズで

す。今回は、春を

テーマとした作品

を中心に紹介しま

す。二科会で活躍

した福島金一郎

や、独立美術協会で活躍した赤堀佐兵、水野恭子な

ど、それぞれの作家が精力的に取り組んだテーマに

焦点をあてて、その代表作を展示します。

◆お知らせ

展示替えのため、４月１日（月）〜２２日（月）、また

連休中の４月３０日（火）〜５月２日（木）は休館しま

す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願

いします。

福島金一郎＜樹下読書＞
１９３０（昭和５）年／６０．５㎝×７３．０㎝／

キャンバスに油彩

《 イベント情報》
先月号でもお伝えし
ましたが、花見＋音楽
ライブ「HANAFES」
を４月６日（土）と７
日（日）に開催します。
今年も２日間に分け
て開催します。常連の
アーティストを始め、今年初出演のアーティストも多
数います。
個性豊かなジャズ・ロックなどの音楽を皆で楽しん
でみませんか？
前売りチケットは販売中なので、ぜひお問い合わせ
ください。

《ふれあい動物園》
皆さんご存知の園内にある「ふれあい動物園」では、
たくさんの動物たちが皆さんが遊びに来るのを楽しみ
に待っています。子ヤギも生まれました。また奇跡の
牛「元気くん」も待っています。
ヤギや馬にエサやりしてみてください。動物たちは
喜んでムシャムシャ食べてくれますよ。動物園は、園
内の奥なのでお散歩にもピッタリです。
ぜひ、動物たちと触れ合ってみてください。

《ホーススクール》
〜乗馬を始めてみませんか？〜
何かを始めるのにはよい季節となりました。
ここノースヴィレッジでは、誰もが気軽に乗馬がで
きることを目指し、ひき馬から乗馬体験、本格的な山
道のトレッキング体験をしています。その中で、日々
の体の鍛錬や心のリフレッシュなどにおすすめなのが
乗馬教室です。５歳くらいのちびっ子から年配の人ま
で、幅広く乗馬というスポーツを楽しむことができま
す。動物と一緒に体を動かすというスポーツの側面も
あり、かつ大きな動物に包まれるような心地よさがあ
るのが魅力です。ここホーススクールでは、格式にこ
だわらず誰もが気軽に楽しんでもらうことを第一にし
ています。
参加資格は「勝央町健康スポーツクラブ」への入会
のみで、月会費はありません。４月に入会されれば若
干、入会のお金が安くなりお得です。興味がある方は、
忍者ホーススクールもしくは勝央町健康スポーツクラ
ブへお問い合わせください。
大　人　４，０００円／１時間
子ども　３，０００円／１時間

【問い合わせ先】
琵琶湖忍者国際ホーススクール
３８−７５５８

新年度の始まり４月ですね！ポカポカ陽気で過ごし
やすくなってきました。入園・入学・進学と新しいこ
とがたくさんある季節ですね！園内のいろんな種類の

桜も咲き、お花見できますよ。
ぜひ、皆さんでお花見＆遊びにお越しください。動
物たちも皆さんが来るのを待ってますよ。
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勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部

勝央中学校生徒会だより勝央中学校生徒会だより

vol.11vol.11vol.11

Savannahと一緒に体験しよう！Savannahと一緒に体験しよう！
サ バ ン ナサ バ ン ナ

It's April! It's been 1 year since I moved to

Japan. We finished one year! Good job every-

one! You all did very good. I had a very good

year. I experienced many things. I learned a lot.

I am happy to be here with you. Thank you so

much for a good year.

In March, I went to the Gosho Aoyama muse-

um in Tottori. My friends and I drove there. My

friend loves Detective Conan so she wanted to

see it. It was very fun. We saw lots of pictures

of Conan. We saw detective things. We took

lots of pictures. After we went to the museum,

we went to a Detective Conan gelato place. I

ate banana chocolate gelato. It was very deli-

cious.

It is getting warmer now. I am enjoying the

nice weather. I go on walks around my apart-

ment and enjoy nature. It is beautiful.

Thank you so much for reading. I enjoyed this

year! Next year, do your

best! Good luck!

Savannah Read

４月ですね。私は日本に来て１年

が経ち、みんな１年を終わりました。

皆さんよく頑張りましたね。私はこ

の１年すごく楽しかったです。たく

さん経験し学びました。ここに一緒にいることが嬉し

いです。１年ありがとうございました。

３月に鳥取の青山剛昌ふるさと館に行きました。友

だちと一緒に運転して行きました。友だちは名探偵コ

ナンが大好きなので、青山剛昌ふるさと館を見たかっ

たのです。とても楽しかったです。その後、名探偵コ

ナンのジェラートの店に行きました。私はバナナチョ

コのジェラートを食べました。とても美味しかったで

す。

だんだんと暖かくなってきていますね。私は良い天

気を楽しみ、アパートの近くをよく散歩をします。散

歩するときは自然を楽しみます。桜も見ますね。私は

桜が大好きです。すごくきれいだと思います。

いつも読んでくれてありがとうございます！この１

年はすごく楽しかったです。来年も皆さん頑張りま

しょう！

サバンナ・リード

※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

チケット販売・問い合わせ先

勝央町教育委員会教育振興部（勝央町公民館）　☎３８－１７５３

◆文化ホールを利用してみませんか？

設備の充実した舞台で、コンサート・講演会・演

劇などが行えます。お気軽にお問い合わせください。

客 席 数 ６６６席（車椅子席あり）

開館時間 ９：００〜２２：００

休 館 日　月曜日、年末年始（１２月２７日〜１月５日）、施設の保守点検日

使 用 料　ホール　１時間当たり３，５００円〜

（別途、音響設備・照明設備使用料、控室使用料要。詳細はお問い合わせください）

﹁
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
﹂
で
は
 
よ
り
良
い
中
学
校
生
活
へ
向

け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

勝
央
中
学
校
で
は
 
３
月
９
日
に
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
 
卒
業
証
書

授
与
で
は
 
卒
業
生
の
り
り
し
い
姿
に
と
て
も
憧
れ
ま
し
た
 
式
の
終
盤

に
は
 
全
体
で
﹁
旅
立
ち
の
日
に
﹂
と
﹁
校
歌
﹂

を
歌
い
ま
し
た
 
雰
囲
気
に
の
ま
れ
な
い
歌
声

で
 
卒
業
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
 
そ
し
て
 
卒
業
生
が
歌
う
﹁
３

月
９
日
﹂ 
想
い
の
こ
も
c
た
き
れ
い
な
歌
声

が
式
場
に
響
き
 
最
高
の
ク
ラ
イ
マ
Ã
ク
ス
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
 

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
卒
業
式
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
 
た
く
さ
ん
の
準
備
と
練
習
が

あ
c
た
か
ら
で
す
 
体
育
館
の
ス
テ
︱
ジ
の
パ

ネ
ル
は
今
年
は
 
勝
央
中
学
校
の
校
舎
と
 
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
生
徒
の
姿
を
モ
チ
ü
フ

に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
 
パ
ネ
ル
委
員
が
朝
・
放

課
後
の
時
間
を
使
c
て
つ
く
り
あ
げ
た
原
画
を

基
に
 
各
ク
ラ
ス
・
各
班
に
振
り
分
け
ら
れ
た

部
分
を
協
力
し
て
 
一
枚
の
パ
ネ
ル
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
 

歌
の
練
習
は
 
賛
歌
実
行
委
員
と
生
徒
会
を

中
心
に
進
め
て
い
き
ま
し
た
 
ク
ラ
ス
・
学

年
・
全
体
で
と
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
た
 
回

数
だ
け
で
な
く
 
パ
ü
ト
毎
の
練
習
や
表
現
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
 
特
に
 
最
後
の
練
習
の

日
に
は
 
想
い
を
も
c
て
良
い
雰
囲
気
で
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
 
そ

の
中
で
 
生
徒
会
長
が
言
c
た
﹁
全
員
が
一
生
懸
命
に
な
c
て
﹂
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
c
て
い
ま
す
 
生
徒
一
人
一
人
が
協
力
し
て
望

ん
だ
卒
業
式
 
引
き
締
ま
c
た
気
持
ち
を
緩
め
ず
 
入
学
式
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
 

卒業式のようす卒業に向けてのパネル

入
学
・
進
級
時
期
の
交
通
事
故
に
注
意

入
学
や
進
級
に
よ
り
 
子
ど
も
の

行
動
範
囲
は
大
き
く
広
が
り
 
交
通

事
故
の
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
 

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
習
慣
が
身

に
付
く
よ
う
 
次
の
こ
と
を
繰
り
返

し
子
ど
も
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
 

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
！

・
飛
び
出
し
は
絶
対
に
ダ
メ
！

・
信
号
が
青
で
も
油
断
禁
物
！

・
自
転
車
も
ク
ル
マ
 
交
通
ル
ü
ル

は
キ
チ
ン
と
守
る
！

ま
た
 
大
人
は
交
通
ル
ü
ル
と
マ

ナ
ü
を
守
c
た
安
全
な
行
動
を
実
践

し
て
 
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
�
う
 

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
！

・
大
人
が
子
ど
も
の
お
手
本
に
！

・
子
ど
も
と
一
緒
に
安
全
確
認
を
！

・
﹁
ゆ
ず
る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
﹂

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
！

「
目
指
せ
日
本
一
！
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
県
民
運
動
」
の実
施
に
つ
い
て

岡
山
県
で
は
 
交
通
事
故
の
防
止

の
た
め
 
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

マ
ナ
ü
ア
Ã
プ
に
よ
る
交
通
ル
ü
ル

の
遵
守
を
目
指
し
 
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
 
平
成
３１
年
度
の
１
年
間
﹁
目
指

せ
日
本
一
！
交
通
マ
ナ
ü
ア
Ã
プ
県

民
運
動
﹂
を
実
施
し
ま
す
 

日
頃
か
ら
交
通
ル
ü
ル
を
意
識
し

て
 ﹁
交
通
マ
ナ
ü
日
本
一
の
ま
ち

勝
央
町
﹂
を
目
指
し
ま
し
�
う
 

▼
ス
ロ
ü
ガ
ン

晴
れ
の
国

﹁
ゆ
ず
る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
﹂
で

日
本
一

▼
運
動
の
重
点
目
標

①
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
に
よ
る

マ
ナ
ü
ア
Ã
プ

②
全
て
の
道
路
利
用
者
の
交
通
ル
ü

ル
の
遵
守

③
交
通
弱
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

《
歩
行
者
の
人
へ
》

・
車
の
近
く
の
横
断
は
や
め
ま
し
�

う
 

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
 
横
断

歩
道
を
渡
り
 
左
右
の
安
全
確
認

を
行
い
ま
し
�
う
 

・
夜
間
の
外
出
時
は
 
な
る
べ
く
夜

光
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
�

う
 

《
自
転
車
を
運
転
さ
れ
る
人
へ
》

・
自
転
車
の
信
号
無
視
 
一
時
不
停

止
 
乗
車
中
の
ス
マ
ü
ト
フ
©
ン
 

傘
さ
し
運
転
は
交
通
違
反
で
す
 

・
自
転
車
は
車
道
の
左
側
を
走
行
し

ま
し
�
う
 

《
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
人
へ
》

・
信
号
を
守
り
 
合
図
を
出
し
ま

し
�
う
 

・
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
 
横

断
歩
道
に
歩
行
者
が
い
た
ら
 
必

ず
﹁
と
ま
c
て
ゆ
ず
る
﹂
よ
う
に

し
ま
し
�
う
 

・
ス
ピ
ü
ド
を
控
え
て
走
り
ま
し
�

う
 

・
早
め
に
点
灯
し
 
ハ
イ
ビ
ü
ム
を

使
い
ま
し
�
う
 

・
後
部
座
席
で
も
シ
ü
ト
ベ
ル
ト
 

チ
ã
イ
ル
ド
シ
ü
ト
を
正
し
く
使

い
ま
し
�
う
 

・
思
い
や
り
 
ゆ
ず
り
合
い
運
転
を

し
ま
し
�
う
 

貸館によるイベントについては、

お問い合わせください。
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勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ

◇石　生　香本　芳正（亡母　久子）

◇石　生　神庭　朋子（亡父　香本　峻）

◇河　原　阿黒　哲二（亡母　壽満子）

特別養護老人ホーム南光荘にも

◇河　原　森本ますみ（亡母　　　ゑ）

◇美　野　丸尾　哲也（亡父　康雄）

◇福　吉　橋本　勝之（亡母　婦美子）

福吉地区、高取老人クラブにも

◇為　本　　田　敏信（亡母　文子）

高取老人クラブにも

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

２０歳以上の人は、学生であっても国

民年金に加入し、保険料を納付しなけ

ればなりません。しかし、学生の人は

一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、保険料の納

付が猶予される「学生納付特例制度」

があります。

学生納付特例制度により、平成３０年度に保険料納付

を猶予されている人で、平成３１年度も引き続き在学予

定の人へ、３月末に基礎年金番号などが印字されたハ

ガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。

同じ学校に在学されている人は、このハガキに必要

事項を記入し返送することで平成３１年度の申請ができ

ます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの

添付は不要です）

なお、平成３１年度は学生納付特例制度を利用せず、

保険料の納付を希望される場合は納付書を送付します

ので、お手数ですが津山年金事務所にご連絡ください。

詳細・問い合わせ先

津山年金事務所（☎３１−２３６０）

勝央町役場税務住民部年金担当（☎３８−３１１６）

国民年金保険料学生納付特例の

申請について
国
民
年
金

だ
よ
り

部
会
紹
介
勝
央
町
の
文
化
を
紡
い
で
半
世
紀

部
会
紹
介
勝
央
町
の
文
化
を
紡
い
で
半
世
紀

2019.4月号 2019.4月号2019.4月号 26

笑いヨガのようす

勉
強
の
学
び
直
し
や
資
格
取
得
な
ど
の
学
び

応
援
 
コ
ミ
å
ニ
ケ
ü
シ
ç
ン
の
苦
手
な
若

者
た
ち
と
世
間
話
や
趣
味
の
話
を
し
て
い
た

だ
く
話
し
相
手
 
ゲ
ü
ム
や
料
理
・
ス
ポ
ü

ツ
・
釣
り
・
囲
碁
な
ど
若
者
た
ち
が
や
り
た

い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
の
寄
り
添
い
な

ど
 
得
意
な
こ
と
で
子
ど
も
・
若
者
が
前
へ

進
む
た
め
の
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
く
存
在

で
す
 

サ
ポ
ü
タ
ü
は
 
登
録
制
で
す
 
説
明
会

に
ご
出
席
い
た
だ
き
申
込
を
し
た
後
 
サ

ポ
ü
ト
ネ
Ã
ト
相
談
員
と
の
面
談
 
年
２
回

の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
 
詳
し
く
は
 

４
月
号
広
報
紙
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
 

《
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
タ
ー
説
明
会
》

▼
日
　
時

４
月
２４
日
︵
水
︶
１５
時
 
１６
時

▼
場
　
所

公
民
館

勝
央
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
班
で
は
 

皆
さ
ま
に
生
涯
笑
顔
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
 
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
企
画
・
運
営

し
て
い
ま
す
 
今
月
か
ら
連
載
を
通
し
て
ご

紹
介
し
ま
す
の
で
 
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
 今

回
は
 
﹁
子
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ü
ト

ネ
Ã
ト
﹂
に
つ
い
て
で
す
 
サ
ポ
ü
ト
ネ
Ã

ト
は
 
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ü
ト
な

ど
の
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
を
応
援

す
る
た
め
の
ネ
Ã
ト
ワ
ü
ク
と
し
て
 
平
成

２５
年
に
設
置
し
ま
し
た
 

﹁
学
校
へ
行
け
な
い
﹂﹁
家
か
ら
出
ら
れ

な
い
﹂﹁
仕
事
が
続
か
な
い
﹂﹁
近
所
の
子
を

何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
﹂
な
ど
の
お
悩
み
の

人
は
 
公
民
館
内
に
あ
る
相
談
室
﹃
ぽ
c
と

勝
央
﹄
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 
毎
週
火
・

水
・
木
曜
日
に
開
室
し
て
い
ま
す
 

ご
相
談
の
内
容
に
よ
c
て
 
相
談
員
の
サ

ポ
ü
ト
は
も
ち
ろ
ん
 
専
門
機
関
と
連
携
し

て
ケ
ü
ス
会
議
の
開
催
や
 
不
登
校
児
・
不

登
校
傾
向
児
の
親
の
会
ほ
c
こ
り
サ
ロ
ン
 

ジ
ç
ブ
ト
レ
ü
ニ
ン
グ
の
一
歩
と
し
て
体
験

バ
ン
ク
な
ど
で
応
援
し
ま
す
 

ま
た
 
今
年
度
か
ら
新
体
制
と
し
て
 

﹃
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ü
タ
ü
﹄
登
録
を
開
始
し

ま
す
 
町
民
皆
様
の
得
意
な
こ
と
で
応
援
し

て
い
た
だ
く
 
ま
さ
に
 
子
ど
も
・
若
者
に

一
番
身
近
な
サ
ポ
ü
タ
ü
︵
応
援
団
︶
で
す
 

笑
顔
の
仕
掛
人

山下相談員がサポートします

︽
楽
ト
レ
お
楽
し
み
サ
ロ
ン参

加
者
募
集
︾

▼
期
間
・
日
時

４
月
２３
日
︵
火
︶
 
２
０
２
０
年
３
月

２４
日
︵
火
︶
ま
で
の
火
曜
日
︵
全
２１
回
︶

１３
時
４５
分
 
１５
時
１５
分

※
開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
 

▼
場
　
所

公
民
館
大
ホ
ü
ル
　

▼
内
　
容

笑
い
ヨ
ガ
風
深
呼
吸
﹁
吸
c
て
 
伸

び
て
 
ハ
ハ
ハ
 
﹂
で
顔
や
身
体
を
和

ま
せ
た
り
 
笑
c
て
動
く
楽
々
体
操
 

ニ
å
ü
ス
ポ
ü
ツ
 
レ
ク
リ
エ
ü
シ
ç

ン
 
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
満
載
で
す
 
ま
た
 
カ
ラ
ダ
と

コ
コ
ロ
の
勉
強
が
で
き
る
特
別
教
室
も

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
 

体
験
も
可
能
な
の
で
お
気
軽
に
お
試

し
く
だ
さ
い
 

▼
受
講
料

１
回
　
３
０
０
円

年
間
パ
ス
　
４，

５
０
０
円

※
年
間
パ
ス
は
４
月
末
ま
で
お
得
に
入

会
で
き
 
次
に
紹
介
す
る
特
別
教
室

も
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ü
ツ
ク
ラ
ブ

☎
３８
ü
７
１
２
３

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

s://w
w
w
.

sh
o
o
-sp

o
rts-
c
lu
b
.c
o
m

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」
だ
よ
り

勝
央
俳
句
会
三
月
例
会
作
品
抄

山
際
の
花
か
す
り
行
く
ロ
ü
カ
ル
線

河
野
　
榮
子

踏
青
や
古
式
漂
う
苔
の
道

浜
田
と
よ
子

靄
晴
れ
て
小さ
ざ

波
五
列
か
い
つ
む
り

高
田
　
桂
子

︵
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
に
て
︶

黒
潮
に
洗
わ
れ
咲
き
し
福
寿
草

長
船
　
修
治

麗
ら
か
や
ひ
�
い
と
野
良
猫
す
り
抜
け
る

赤
堀
千
恵
子

踏
青
や
庭
の
土
偶
は
黙
し
立
つ

小
林
　
薫
女

積
雪
の
た
だ
二
セ
ン
チ
や
別
世
界

宮
野
　
潤
子

山
里
の
川
辺
に
ひ
そ
と
辛
夷
咲
く

浅
田
　
静
香

山や
ま

間あ
い

の
影
の
強
き
や
青
き
踏
む

香
本
　
芳
正

桜
咲
き
津
山
盆
地
に
浮
か
ぶ
城

大
谷
　
康
彦

滝
川
の
土
手
踏
青
の
弾
む
足

万
代
　
祐
三

春
光
や
越
畑

こ
し
は
た

分
校
叔
父
の
歌
碑

古
和
　
弘
子

勝
央
町
文
化
協
会
は
 
昨
年
創
設
５０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
 
平
成
３０
年
度
は
 
４３
団
体
４
５
２
人

の
会
員
が
加
入
し
 
協
会
員
研
修
﹁
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
旅
﹂
や
 
地
区
と
の
共
催
事
業
﹁
歴
史
探
訪

ウ
©
ü
ク
﹂ 
勝
央
サ
ü
ビ
ス
エ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
の
作
品
展
示
 
街
道
祭
や
金
時
祭
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
 

ま
た
 
協
会
最
大
の
催
し
で
あ
る
﹁
文
化
祭
﹂
は
 
今
年
度
は
記
念
す
べ

き
５０
回
を
迎
え
ま
す
 
今
年
度
の
テ
ü
マ
に
﹃
人
と
人
　
つ
な
い
だ
文
化

半
世
紀
﹄
を
掲
げ
 
姉
妹
町
の
静
岡
県
小
山
町
の
団
体
に
ご
出
演
い
た
だ

く
な
ど
 
例
年
と
一
味
違
う
文
化
祭
を
企
画
し
て
い
ま
す
 

半
世
紀
 
勝
央
町
の
文
化
を
紡
い
で
き
た
成
果
を
エ
ネ
ル
ギ
ü
に
し
て
 

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
﹁
勝
央
町
文
化
協
会
﹂
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
 
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
 
公
民

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

︵
勝
央
町
文
化
協
会
事
務
局
︶

Vol.12

︽
特
別
教
室春

の
コ
ン
デ
£
シ
ç
ニ
ン
グ
︾

▼
日
　
時

５
月
７
日
︵
火
︶

１３
時
４５
分
 
１５
時
１５
分

▼
場
　
所

公
民
館
大
ホ
ü
ル

▼
講
　
師
　

酒
本
尚
美
先
生

▼
受
講
料

会
員
　
５
０
０
円

一
般
　
１，

０
０
０
円

※
楽
ト
レ
サ
ロ
ン
の
年
間
パ
ス
を
お
持

ち
の
人
は
無
料

ス
ポ
ク
ラ
勝
央
の
会
員
に
な
c
て
 

一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
ま
し
�
う
！

訂正とお詫び

広報紙３月号１３ページの「コミュニティ講座

受講者募集」のページで下記のとおり誤りがあ

りました。

・絵手紙教室（高取）

→開講しておりません。

・高取囲碁将棋クラブ（高取）

→正しい講座名は「高取囲碁クラブ」です。

訂正してお詫び申し上げます。

片片片



子育ての

ヒント
第205号

未来 ち主役の
た

卒

あ
と
が
き

業
　
式

勝
間
田
高
校

３
月
１
日
 
勝
間
田
高
校
で

第
１
１
５
回
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
 
９０
人
の
卒
業
生

が
希
望
を
胸
に
巣
立
c
て
い
き

ま
し
た
 
開
式
の
辞
や
国
歌
斉

唱
の
後
 
各
学
科
の
代
表
生
徒

が
登
壇
し
卒
業
証
書
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
 
在
校
生
代
表
か
ら

は
﹁
先
輩
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
の
中
で
結
果
を
追
い

求
め
る
姿
に
感
動
し
た
﹂
と
言

葉
を
送
ら
れ
 
そ
れ
を
受
け
 

卒
業
生
代
表
の
芦
田
遥
さ
ん

︵
総
合
学
科
︶
が
お
別
れ
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
 
高
校
で
入

卒業証書授与のようす

も
の
が
あ
り
ま
し
た
 
３
年

生
も
﹁
下
級
生
の
応
援
に
運

気
と
パ
ワ
ü

を
も
ら
c

た
﹂

と
勇
気
づ
け
ら
れ
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
 

勝
央
中
学
校
で
下
級
生
の

見
本
と
し
て
活
躍
し
た
３
年

生
１
０
８
人
も
 
３
月
９
日

に
本
校
を
巣
立
ち
 
４
月
か

ら
は
新
し
い
環
境
で
ス
タ
ü

ト
を
切
り
ま
す
 
生
徒
会
目

標
に
も
あ
る
﹁
 
手
を
取
り

愛
　
絆
を
深
め
愛
　
助
け
愛

う
 
僕
た
ち
の
愛
言
葉
﹂
を

忘
れ
ず
に
頑
張
c
て
く
だ
さ

い
 

親の願い
１歳の誕生日に、一升のお餅をついて風
呂敷に包んで、赤ちゃんに斜めに背負わせ
る習わしがあります。一生餅・誕生餅・背
負い餅・しょい餅・力餅などとも呼ばれて
いるようです。一般的には風呂敷にお餅を
包むのですが、最近は、風呂敷の代わりに、
可愛いリュックで背負わせるところもある
ようです。
『子どもが一生、食べ物に困りませんよ
うに』『元気に生まれて、ここまで無事に
育ってくれてありがとう』『幸せになります
ように』という気持ちを込めてお祝いをす
るのです。赤ちゃんが背負うには重たすぎ
て、しりもちをつくところが可愛いのです。
また、一生に一度しかない１歳のお祝い
をより思い出深くするために、「選び取り」
【そろばん、定規、ハサミ、お金、お箸等、
意味を持たせた品物を並べて、選ばせる】
を一緒に行っています。
子どもの成長の節目ごとに行う様々な儀
礼、『出産前の帯祝い』『三十日目や百日目
のお宮参り』『一生餅』『七五三』など、子
どもたちの健やかな成長は親の願いです。
「今より少しでも良い暮らしができるよ
うに」と願って「いのち」は、そうした繰
り返しの中で伝えられます。

（教育委員会）

述
べ
ま
し
た
 
そ
し
て
 
地
域
の
人
や

家
族
が
高
校
生
活
を
応
援
し
て
く
れ
た

こ
と
 
見
守
c
て
く
れ
た
こ
と
 
支
え

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
答
辞
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
 
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
 
出
席
者
皆
が
感

動
に
包
ま
れ
た
瞬
間
で
し
た
 
式
後
 

最
後
の
ホ
ü
ム
ル
ü
ム
で
は
 
各
担
任

か
ら
﹁
社
会
へ
出
て
の
心
構
え
﹂
や

﹁
素
直
に
謙
虚
に
頑
張
c

て
欲
し
い
﹂ 

﹁
体
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
﹂
と
最
後

の
メ
Ã
セ
ü
ジ
を
受
け
取
り
ま
し
た
 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
 
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
c
た
地
域
の
皆
様
 
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

▼
表
紙
は
第
３５
回
金
時
マ
ラ
ソ
ン
で
の

ゴ
ü
ル
の
よ
う
す
で
す
 
今
年
は
曇
天
で

し
た
が
 
多
く
の
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
 

▼
本
紙
で
も
紹
介
し
た
 
し
�
う
お
う
町

民
音
楽
祭
で
す
が
 
今
年
は
両
部
門
取
材

し
 
参
加
者
が
披
露
し
た
音
楽
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 
個
人
的
に
は
 

名
曲
の
カ
バ
ü
な
が
ら
好
き
な
バ
ン
ド
の

楽
曲
が
聴
け
て
良
か
c
た
で
す
 

▼
皆
さ
ん
が
本
紙
を
手
に
取
る
頃
に
は
 

平
成
の
次
の
元
号
が
発
表
さ
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
 
ど
ん
な
元
号
に
な
る
か
楽

し
み
で
す
ね
 

人　口１１，１１１人
（＋１１）

男　５，３７４人
女　５，７３７人

世帯数 ４，５５２世帯
（−２）

※（ ）内は前月比

世帯数

と

人 口
平成３１年３月１日現在

広報 しょう
お
う
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号
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年
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ホ
ー
ム
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w
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

28

部
し
た
演
劇
部
で
は
 
悔
し
い
思
い
や

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
こ
と
 
最
後

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
で
結
果
を
残
せ

た
こ
と
な
ど
を
語
り
 
高
校
生
活
で
最

後
ま
で
諦
め
な
い
心
を
培
c
た
こ
と
を

験
応
援
献
立

勝
央
中
学
校

受

受験応援献立を味わう３年生たち

勝
央
中
学
校
で
は
 
毎
年

３
学
期
に
受
験
応
援
献
立
を

３
回
行
い
ま
す
 
こ
の
取
り

組
み
は
 
高
校
受
験
に
臨
む

３
年
生
を
応
援
し
よ
う
と
始

ま
り
 
今
年
で
４
年
目
と
な

り
ま
し
た
 
こ
の
取
り
組
み

は
 
生
徒
会
保
健
委
員
会
の

１
・
２
年
生
が
 
３
年
生
か

ら
と
c
た
ア
ン
ケ
ü
ト
や
栄

養
士
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
考
え
ま
し
た
 
献
立

に
は
 
先
を
見
通
す
こ
と
の

で
き
る
﹁
ち
く
わ
入
り
う
ど

ん
﹂ 
成
績
を
上
げ
る
﹁
か

き
揚
げ
﹂ 
合
格
率
ア
Ã

プ

の
リ
ン
ゴ
な
ど
験
を
担
い
だ

Ｃ


